
歌川国芳と西洋銅版画
―「二十四孝童子鑑」と「唐土廿四孝」の図様典拠を中心に―

〔松浦靖也〕

歌川国芳「二十四孝童子鑑 剡子」( 個人 蔵 )

歌川国芳「唐土廿四孝 陸績」( 慶應義塾図書館 蔵 )
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は
じ
め
に

江
戸
の
一
般
大
衆
の
異
国
観
は
い
か
な
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
た

の
か
。
そ
の
実
像
と
成
立
過
程
の
解
明
は
洋
風
画
研
究
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
ろ
う
。

異
国
と
の
接
触
を
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
江
戸
後
期
の
日
本
に
お
い
て
、
異
な
る

文
化
圏
の
人
々
と
直
接
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ア
イ
ヌ
や
琉
球
と
の

交
易
を
除
け
ば
、
唯
一
の
貿
易
港
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
及
び
唐
人
屋
敷
が
設
置

さ
れ
た
長
崎
に
限
ら
れ
て
い
た
。
情
報
集
積
地
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
大
都
市

の
江
戸
と
い
え
ど
も
長
崎
か
ら
の
地
理
的
な
隔
た
り
は
軽
視
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
異
国
情
報
の
入
手
は
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四
～

一
七
五
一
）は
実
学
的
な
西
洋
知
識
の
有
益
性
に
着
目
し
、享
保
五
年（
一
七
二
〇
）

に
漢
訳
洋
書
の
輸
入
緩
和
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
転
機
と
し
て
蘭
書
の
舶
載
が
認
め

ら
れ
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
種
類
も
徐
々
に
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
同
時

に
、
眼
鏡
絵
と
い
っ
た
一
枚
刷
り
の
観
賞
用
銅
版
画
や
各
種
洋
書
に
付
さ
れ
た
銅

版
挿
絵
も
視
覚
情
報
と
し
て
流
入
し
た
。
西
洋
銅
版
画
は
、
豊
か
な
異
国
イ
メ
ー

ジ
を
鑑
賞
者
に
想
起
さ
せ
る
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
一
方
、
そ
の
希
少
性
ゆ
え
、

一
般
大
衆
が
直
接
目
に
で
き
る
機
会
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
の
が
浮
世
絵
師
で
あ
っ
た
。
浮
世
絵
は
一
般
大

衆
に
最
も
密
接
な
視
覚
情
報
の
一
つ
で
あ
り
、
当
時
の
流
行
や
社
会
情
勢
を
い
ち

早
く
反
映
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
人
々
の
異
国
へ
の

関
心
や
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
、
異
国
イ
メ
ー
ジ
を
題
材
と
し
て
い
た
錦
絵
が
求

め
ら
れ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。

い
ち
早
く
西
洋
銅
版
画
に
取
材
し
た
異
国
風
景
を
描
い
た
絵
師
と
し
て
は
、
歌

川
豊
春
（
一
七
三
五
～
一
八
一
四
）
が
挙
げ
ら
れ
、
安
永
か
ら
天
明
年
間
に
か

け
て
「
浮
絵
ア
ル
マ
ニ
ヤ
珍
薬
物
集
之
図
」、「
浮
絵
紅
毛
フ
ラ
ン
カ
イ
ノ
湊
万

里
鐘
響
図
」
な
ど
を
描
い
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
後
、
司
馬
江
漢
（
一
七
四
七
～

一
八
一
八
）
や
亜
欧
堂
田
善
（
一
七
四
八
～
一
八
二
二
）
は
、
腐
蝕
銅
版
画
の
技

法
を
会
得
し
、
見
慣
れ
た
江
戸
名
所
で
さ
え
も
精
度
の
高
い
遠
近
法
や
陰
影
法
に

〔
査
読
論
文
〕

歌
川
国
芳
と
西
洋
銅
版
画

―
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
と

「
唐
土
廿
四
孝
」
の
図
様
典
拠
を
中
心
に
―松

浦

靖

也
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基
づ
き
描
い
て
み
せ
た
。
葛
飾
派
や
歌
川
派
を
中
心
と
し
た
浮
世
絵
師
ら
の
中
に

は
こ
う
し
た
西
洋
画
法
に
感
化
さ
れ
る
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、昇
亭
北
寿（
生

没
年
不
詳
）
な
ど
独
自
の
洋
風
表
現
に
到
達
す
る
者
も
現
れ
た
。

歌
川
国
芳
（
一
七
九
八
～
一
八
六
一
）
も
ま
た
西
洋
画
法
に
強
い
関
心
を
示
し

た
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
国
芳
が
手
掛
け
た
二
種
の
揃
物
「
二
十
四
孝

童
子
鑑
」、「
唐
土
廿
四
孝
」
は
洋
風
表
現
、
異
国
描
写
を
前
面
に
押
し
出
し
た
洋

風
版
画
と
し
て
重
要
で
、西
洋
銅
版
画
の
図
様
を
取
り
入
れ
た
事
例
も
知
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
図
様
典
拠
を
博
捜
す
る
中
で
新
た
に
見
出
し
た
原
図
と
の
比
較
を
通

じ
て
、
国
芳
の
作
画
手
法
や
受
容
姿
勢
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
洋
風

版
画
が
人
々
の
異
国
観
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

一

洋
書
の
舶
載
と
そ
の
伝
播

近
年
、
亜
欧
堂
田
善
の
利
用
し
た
西
洋
銅
版
画
や
洋
書
を
め
ぐ
り
、
歴
史
家
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
ロ
ア
（Jacque LeRoy, 1633

～1719

）、
ま
た
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ド
・
カ
ン
テ
ィ
ヨ
ン
（Philippe de Cantillon

）
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
地
誌
に
つ
い

て
記
述
し
た
書
物
が
新
た
に
紹
介
さ
れ
、
城
館
や
修
道
院
を
描
く
複
数
の
銅
版
挿

絵
が
田
善
画
「
西
洋
港
風
景
図
」、「
西
洋
街
頭
風
景
図
」、「
西
洋
帆
船
図
」
の
典

拠
で
あ
る
と
坂
本
篤
史
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（
（

。
坂
本
氏
は
、
田
善
が
参
照

し
た
銅
版
挿
絵
が
含
ま
れ
る
ル
・
ロ
ア
の
著
作
と
し
て
刊
行
年
別
に
一
六
九
四
年

版
、
一
六
九
六
年
版
、
一
六
九
九
年
版
、
一
七
〇
五
年
版
、
一
七
三
〇
年
版
を
挙

げ
、さ
ら
に
カ
ン
テ
ィ
ヨ
ン
の
著
作
と
し
て
一
七
五
七
年
出
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
、

一
七
六
八
年
～
七
〇
年
出
版
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
さ
れ
た
が
、
江

戸
時
代
に
遡
る
伝
来
本
の
現
存
例
や
舶
載
記
録
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
相

ま
っ
て
舶
載
本
の
具
体
的
な
特
定
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

執
筆
者
は
、
図
様
の
利
用
事
例
を
も
と
に
版
種
の
特
定
を
試
み
る
べ
く
各
挿
絵

と
田
善
の
模
刻
銅
版
画
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
図
様
の
継
承
関
係
が
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
数
点
の
作
例
を
見
出
し
た
。
本
章
で
は
、
す
で
に
典
拠
が
判
明
済
み
の
作

例
を
含
め
て
再
度
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
典
拠
と
し
て
挙
げ
る
挿
絵
に
関
し
て
、

本
稿
で
は
一
六
九
九
年
出
版
の
ル
・
ロ
ア
著
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修

道
院
』（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
図
書
館
本
）
を
底
本
と
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
お

く（
（
（

。
イ
．
亜
欧
堂
田
善「
西
洋
港
風
景
図
」銅
製
硯
屏

須
賀
川
市
立
博
物
館
蔵（
図
１
）

銅
製
の
硯
屏
に
刻
さ
れ
た
純
然
た
る
西
洋
風
景
図
で
あ
る
。
調
度
品
に
鐫
刻
を

施
し
た
作
例
と
し
て
は
、
銅
鏡
を
素
材
と
す
る
「
牧
童
図
」、「
曳
馬
図
」（
い
ず

れ
も
須
賀
川
市
立
博
物
館
蔵
）
が
現
存
す
る
。

本
図
の
典
拠
は
、『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』p.94

所
載
の
挿

絵
「Castellum

 de D
uffel.

（
デ
ュ
ッ
フ
ェ
ル
城
）」（
図
２
）
で
あ
る
と
知
ら
れ

図 1 亜欧堂田善「西洋港風景図」
（須賀川市立博物館蔵）

図 2 「Castellum de Duffel.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）
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る（
（
（

。
画
中
の
欧
文
は
原
図
の
外
題
「Castellum

 de D
uffel.

」
の
こ
と
で
あ
り
、

田
善
は
画
面
全
体
を
左
右
反
転
さ
せ
て
鐫
刻
す
る
。
こ
れ
は
、
刷
り
の
工
程
で
原

版
の
図
様
が
反
転
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
紙
に
刷
ら
れ
た
作
例
は
知
ら
れ
ず
、
厚

み
の
あ
る
硯
屏
を
プ
レ
ス
機
で
刷
る
こ
と
自
体
可
能
で
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

本
作
が
習
作
も
し
く
は
実
験
的
な
試
作
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
し
た
い
。

坂
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
画
面
を
切
り
詰
め
る
こ
と
に
加
え
、
遠
近
感
を

強
調
す
る
た
め
に
屋
根
の
角
度
を
調
整
す
る
な
ど
構
図
の
改
変
が
み
ら
れ
る
が
、

全
体
的
に
原
図
に
忠
実
な
作
例
で
あ
る
。

ロ
．
亜
欧
堂
田
善
「
西
洋
帆
船
図
」
紙
本
銅
版

須
賀
川
市
立
博
物
館
蔵
（
図
３
）

本
図
も
西
洋
風
景
を
描
い
た
作
例
で
あ
る
。
海
に
面
し
て
西
洋
の
城
館
が
そ
び

え
、
さ
ざ
め
く
波
の
上
に
は
二
隻
の
大
型
帆
船
、
そ
の
手
前
に
は
小
ぶ
り
の
一
艘

の
舟
が
浮
か
ぶ
。
正
方
形
の
画
面
周
囲
に
は
額
縁
を
意
識
す
る
か
の
よ
う
に
細
か

な
装
飾
模
様
を
施
す
。
原
板
（
須
賀
川
市
立
博
物
館
蔵
）
も
伝
来
し
、「
ザ
ウ
デ
ル
・

ゼ
ー
図
」
と
表
裏
で
鐫
刻
さ
れ
る
。
二
隻
の
帆
船
の
う
ち
右
側
の
一
隻
は
、
フ
ァ

レ
ン
テ
イ
ン
著
『
新
旧
東
イ
ン
ド
誌
』
の
挿
絵
を
典
拠
と
し
、
規
則
的
な
波
の
表

現
に
つ
い
て
も
同
挿
絵
か
ら
の
学
習
成
果
と
考
え
た
い（

（
（

。
左
側
で
見
切
れ
る
帆
船

に
適
合
す
る
図
様
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
し
て
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
舶
載
銅
版
画

を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

城
館
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
ル
・
ロ
ア
著
作
中
のp.99

「Castellum
 de 

H
oochstraten.

（
ホ
ー
ホ
ス
ト
ラ
ー
テ
ン
城
）」（
図
４
）
を
典
拠
と
す
る
と
坂

本
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
典
拠
を
補
足
し
て
お
く
。
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
煙
を
上
げ
る
煙
突
部
分
と
手
前
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
小
舟
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
図
様
も
同
著
作
のp.111

「Castellum
 de O

ostm
al.（

オ
ー
ス
ト
マ
レ
城
）」（
図

図 3 亜欧堂田善「西洋帆船図」
（須賀川市立博物館蔵）

図 4 「Castellum de Hoochstraten.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）

図 5 「Castellum de Oostmal.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）
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本
図
の
典
拠
に
つ
い
て
、
坂
本
氏
は
「
ホ
ー
ホ
ス
ト
ラ
ー
テ
ン
城
」（
図
４
）

とp.79

「Castellum
 A

nderstadt.（
ア
ン
デ
ル
ス
タ
ッ
ト
城
）」（
図
７
）を
挙
げ
、

両
者
の
要
素
を
抽
出
し
、
合
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
そ
の
意

図
を
「
お
そ
ら
く
城
館
奥
の
空
間
を
埋
め
る
た
め
」
と
す
る（

（
（

。

ニ
．
亜
欧
堂
田
善
「
牧
童
図
」
銅
製
手
鏡

須
賀
川
市
立
博
物
館
蔵
（
図
８
）

田
善
が
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』
の
図
様
を
参
照
し
た
作
品

を
新
た
に
紹
介
し
た
い
。
銅
鏡
の
鏡
面
に
鐫
刻
さ
れ
た
西
洋
風
景
人
物
図
で
、
紙

に
摺
ら
れ
た
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
痛
み
が
激
し
く
、
一
見
し

５
）
を
典
拠
と
す
る
。
つ
ま
り
田
善
は
少
な
く
と
も
ル
・
ロ
ア
著
作
の
二
つ
の
挿

絵
と
『
新
旧
東
イ
ン
ド
誌
』
の
一
つ
の
挿
絵
に
描
か
れ
る
図
様
を
抜
き
出
し
、
再

構
成
す
る
。
鑑
賞
に
足
る
西
洋
風
景
を
破
綻
な
く
表
現
す
る
点
に
、
田
善
の
技
量

の
高
さ
が
垣
間
見
え
る
。

ハ
．
亜
欧
堂
田
善
「
西
洋
街
頭
風
景
図
（
西
洋
古
城
図
）」
紙
本
銅
版

須
賀
川

市
立
博
物
館
蔵
（
図
６
）

円
形
の
画
面
に
異
国
の
光
景
を
描
く
。
西
洋
風
建
築
物
の
前
で
西
洋
人
の
集
団

が
言
葉
を
交
わ
す（

（
（

。
ま
た
、
周
縁
部
の
十
字
を
並
べ
た
か
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が

本
図
の
異
国
情
緒
を
増
幅
さ
せ
る
。「
西
洋
帆
船
図
」
と
比
較
す
る
と
、
腐
蝕
線

は
全
体
的
に
太
く
単
調
で
ぎ
こ
ち
な
く
感
じ
る
。
ま
た
、
陰
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
強
く
、
人
物
の
顔
の
一
部
は
黒
く
潰
れ
て
お
り
、
表
情
が
読
み
取
れ
な
い
。

図 6 亜欧堂田善「西洋街頭風景図
（西洋古城図）」（須賀川市立博物館蔵）

図 7 「Castellum Anderstadt.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）

図 8 亜欧堂田善「牧童図」
（須賀川市立博物館蔵）
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た
だ
け
で
は
画
題
が
判
然
と
し
な
い
。
背
後
の
建
造
物
は
「
西
洋
街
頭
風
景
図
」

と
同
じ
く
「
ア
ン
デ
ル
ス
タ
ッ
ト
城
」（
図
７
）
を
典
拠
と
す
る
。
一
方
で
、
手

前
に
は
足
を
伸
ば
し
て
腰
を
お
ろ
す
西
洋
人
と
犬
や
羊
と
い
っ
た
家
畜
動
物
を
描

く
。
こ
れ
ら
の
原
図
はp.91,92

「CO
RSFN

D
O

N
CA

.（
コ
ル
セ
ン
ド
ン
ク
）」（
図

９
、
10
）
の
俯
瞰
図
に
お
い
て
左
手
前
に
描
か
れ
た
放
牧
の
モ
チ
ー
フ
で
、
反
転

さ
せ
て
画
面
に
鐫
刻
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
亜
欧
堂
田
善
が
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』

を
利
用
し
た
作
品
と
し
て
、
改
め
て
四
点
を
確
認
し
た
。
田
善
は
松
平
定
信
や
谷

文
晁
、
森
島
中
良
ら
の
協
力
を
受
け
て
多
様
な
蘭
書
や
西
洋
銅
版
画
を
実
見
で
き

る
環
境
に
お
り
、
写
し
や
粉
本
で
は
な
く
、
原
本
を
直
接
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。さ

ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
書
の
影
響
は
同
時
代
以
降
の
浮
世
絵
師
に
波
及

し
て
い
く
。
葛
飾
北
岱
（
生
没
年
未
詳
）
と
歌
川
国
芳
、
国
芳
の
門
人
の
芳
員
で

あ
る
。

ホ
．
葛
飾
北
岱
『
忠
兵
衛
梅
川
赤
繩
奇
縁
傳

古
乃
花
双
紙
』
口
絵

文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
（
図
11
）

北
岱
は
葛
飾
北
斎
の
門
人
で
、
盈
斎
、
辰
々
子
な
ど
と
号
し
、
享
和
か
ら
文
政

年
間
に
か
け
て
版
本
の
挿
絵
を
精
力
的
に
手
掛
け
た
。『
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
』

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
森
川
氏
（
詳
細
不
明
）
の
次
男
と
さ
れ
、

江
戸
川
石
切
橋
前
に
住
居
を
構
え
た
と
伝
わ
る（

（
（

。
作
例
の
多
く
は
文
化
年
間
に
集

中
し
、
作
画
期
間
は
田
善
が
活
躍
し
た
時
期
と
も
重
な
る
。

『
古
乃
花
双
紙
』
は
小
枝
繁
（
生
没
年
不
詳
）（

（
（

が
著
し
た
読
本
で
、
北
岱
が
画

を
手
掛
け
る
。
そ
の
第
一
巻
に
記
さ
れ
た
序
文
の
下
に
興
味
深
い
口
絵
が
掲
載
さ

れ
る（

（
（

。
円
形
の
枠
取
り
の
中
に
細
い
線
を
重
ね
た
銅
版
画
風
の
描
法
で
描
き
、
手

前
に
白
衣
観
音
と
思
し
き
人
物
が
佇
み
、
背
景
に
は
西
洋
風
景
が
広
が
る
。
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
人
物
の
存
在
感
は
極
め
て
強
烈
で
、
顔
や
手
が
平
面
的
で
あ
る
の
に

図 11 葛飾北岱『忠兵衛梅川赤繩奇縁傳 古乃
花双紙』口絵（石川県立歴史博物館蔵）

図 9 「CORSFNDONCA.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）

図 10 同 部分
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対
し
、
衣
に
は
ハ
ッ
チ
ン
グ
風
の

技
法
で
執
拗
な
ま
で
に
陰
影
を
施

す
。
こ
の
人
物
の
視
線
の
先
、
手

元
の
懐
紙
か
ら
は
「Castellum

」

と
い
っ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
単

語
や
「1559

」
と
い
う
ロ
ー
マ
数

字
が
読
み
取
れ
る
。
背
景
に
は
右

手
に
水
辺
に
囲
ま
れ
た
城
館
が
み

え
、
水
鳥
が
遊
ぶ
。
左
手
に
は
塀

に
囲
わ
れ
た
長
大
な
建
物
が
あ

り
、
前
庭
で
は
噴
水
が
高
く
上
が

り
、
周
囲
に
は
人
物
や
犬
の
姿
が

見
え
る
。
空
に
は
も
く
も
く
と
し

た
雲
が
浮
か
び
、
鳥
が
群
れ
を
成
し
て
飛
ぶ
。

こ
の
西
洋
風
景
は
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』
所
載p.38

「Castellum
 Im

pde.

（
イ
ム
デ
城
）」（
図
12
）
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

細
部
に
至
る
ま
で
正
確
に
写
す
点
と
ハ
ッ
チ
ン
グ
を
多
用
す
る
点
か
ら
、
北
岱
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
銅
版
挿
絵
を
参
照
し
た
と
考
え
る
。
小
枝
繫
の
序
文
と
の
相
関
性

や
内
容
と
の
共
通
性
が
見
出
せ
ず
、
画
題
も
判
然
と
し
な
い
が
、
目
新
し
い
表
現

に
主
眼
が
置
か
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ヘ
．
歌
川
国
芳「
二
十
四
孝
童
子
鑑

朱
寿
昌
」（

（1
（

版
下
絵

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
（
図
13
）

版
下
絵
は
浮
世
絵
制
作
の
一
工
程
に
あ
た
り
、
本
来
は
版
木
に
彫
り
写
す
際
に

消
失
す
る
。
本
資
料
の
現
存
は
、
本
図
が
錦
絵
と
し
て
は
完
成
に
至
ら
ず
、
同
時

図 13 歌川国芳「二十四孝童子鑑 朱寿昌」版下絵（メトロポリタン美術館蔵）

図 12 「Castellum Impde.」部分
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）
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に
本
揃
物
が
未
刊
に
終
わ
っ
た
と
意
味
す
る
。「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
の
揃
物
は

そ
の
名
の
通
り
二
十
四
図
か
ら
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
版
下
絵
を
含
め
て
十
七
図
に
と
ど
ま
る
。
本
揃

物
の
特
徴
は
画
中
に
西
洋
銅
版
画
を
典
拠
と
し
た
モ
チ
ー
フ
を
散
り
ば
め
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
濃
厚
な
洋
風
表
現
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

本
図
で
は
、
北
宋
揚
州
の
官
吏
で
あ
っ
た
朱
寿
昌
が
そ
の
地
位
を
捨
て
て
生

き
別
れ
た
母
の
行
方
を
尋
ね
歩
く
場
面
を
描
く
。
手
前
の
棒
手
振
り
の
男
に
も

の
を
尋
ね
る
人
物
こ
そ
朱
寿
昌
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
指
さ
す
先
、
茅
屋
の

前
に
は
探
し
求
め
た
母
と
思
わ
れ
る
人
物
が
み
え
る
。
し
か
し
、
今
ま
さ
に
念

願
の
再
会
を
果
た
そ
う
と
す

る
二
人
を
後
目
に
強
烈
な
存

在
感
を
醸
し
出
す
の
は
、
中

国
の
風
景
に
は
似
つ
か
わ
し

く
な
い
個
性
的
な
形
状
の
西

洋
風
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の

建
物
に
一
致
す
る
原
図
を
探

る
とp.134

「Prospectus 

Castelli frisselstyn.

（
フ

リ
ッ
セ
ル
ス
テ
イ
ン
城
）」

（
図
14
）
が
該
当
す
る
。
国

芳
は
、
そ
の
構
図
を
ほ
ぼ
保

ち
つ
つ
、
前
景
の
空
間
を
広

げ
、
人
物
を
新
た
に
配
置
す

る
。
こ
の
人
物
も
ま
た
何
ら

か
の
西
洋
銅
版
画
か
ら
の
借
用
で
あ
ろ
う
。

ト
．
歌
川
国
芳
「
和
漢
準
源
氏

乙
女

天
羅
国
斑
足
王
悪
狐
華
陽
夫
人
顕
」
大

判
錦
絵

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）（
図
15
）

「
和
漢
準
源
氏
」
は
、「
源
氏
物
語
」
の
巻
名
の
読
み
方
に
掛
け
た
言
葉
か
ら
連

想
さ
れ
る
和
漢
の
説
話
の
場
面
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
、
現
在
二
七
図
が
確
認
さ

れ
る
。

本
図
は
三
国
妖
狐
伝
よ
り
、
華
陽
夫
人
に
化
け
て
い
た
悪
狐
が
斑
足
王
の
前
に

姿
を
現
し
た
場
面
を
描
く
。
腕
を
力
強
く
横
に
広
げ
て
、
変
異
し
た
悪
狐
を
睨
み

付
け
る
画
面
手
前
の
人
物
こ
そ
斑
足
王
で
あ
る
。
こ
の
対
立
構
図
や
斑
足
王
の

仰
々
し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
成
立
の
岡
田
玉
山
著

『
絵
本
玉
藻
譚
』
か
ら
着
想
を
得
た
と
の
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。
舞
台
は
天
羅
国
、
す
な

図 14 「Prospectus Castelli frisselstyn.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）

図 15 歌川国芳「和漢準源氏 乙女 天羅国
斑足王悪狐華陽夫人顕」
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わ
ち
イ
ン
ド
の
一
国
と
さ
れ

る
が
、
極
め
て
西
洋
的
に
み
え

る
。
そ
の
決
定
的
な
要
因
は
背

景
の
西
洋
建
築
に
あ
っ
て
、
そ

の
原
図
はp.126

「Castellum
 

de W
estm

al.

（
ウ
ェ
ス
ト
マ

レ
城
）」（
図
16
）
で
あ
る
。
登

場
人
物
の
鮮
や
か
な
衣
装
と

モ
ノ
ク
ロ
の
建
物
と
の
対
比

は
効
果
的
で
あ
る
。

チ
．
歌
川
芳
員
「
亜
墨
利
加
州
内
華
盛
頓
府
之
景
銅
板
之
写
生
」
大
判
錦
絵

三

枚
続

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
図
17
）

歌
川
芳
員
は
一
川
、
一
寿
斎
な
ど
と
号
し
、
芳
虎
に
次
い
で
多
く
の
横
浜
絵
を

手
掛
け
た
。
経
歴
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
不
明
で
あ
る
が
、
作
画
期
間
は
弘
化
年
間
か

ら
慶
応
三
年
頃
と
さ
れ
、
文
久
元
年
に
は
他
の
絵
師
に
先
駆
け
て
西
洋
の
景
物
を

描
い
た（

（1
（

。

本
図
は
、
藍
摺
の
画
面
に
西
洋
風
景
を
描
く
。
外
題
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
の
光
景
で
、
銅
版
画
の
写
し
と
す
る
。
藍
摺
で
あ
る
の
は
モ
ノ
ク
ロ

の
銅
版
画
を
意
識
し
た
た
め
で
、
空
や
陰
影
に
用
い
ら
れ
る
平
行
線
も
銅
版
画
風

で
あ
る
。
本
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
部
図
様
の
典
拠
が
判
明
し
て
お
り
、
絵

入
り
新
聞
「
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
」（
一
八
六
一
年

図 16 「Castellum de Westmal.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、

ミュンスター大学図書館蔵）

図 17 歌川芳員「亜墨利加州内華盛頓府之景銅板之写生」（国立国会図書館蔵）
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五
月
十
八
日
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
南
欧
の
情
景
を
描
い
た
絵
画
作
品
を
転
写
し

た
図
版
か
ら
前
景
人
物
の
モ
チ
ー
フ
を
借
用
す
る（

（1
（

。
本
図
が
現
実
の
光
景
を
描
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
が
、
背
景
の
建
物
に
関
し
て
も
ア

メ
リ
カ
の
風
景
で
は
な
い
。
そ
の
典
拠
を
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道

院
』
所
収
の
銅
版
画p.112

「Castellum
 Ram

ey.

（
ラ
ミ
ー
城
）」（
図
18
）
と

p.140

「PRO
SPECT

U
S CA

ST
ELLI M

IEELO
.

（
ミ
ー
ル
ロ
城
）」（
図
19
）

に
求
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
背
景
中
心
か
ら
左
側
は
「
ラ
ミ
ー
城
」、
中
心
か

ら
右
側
は
「
ミ
ー
ル
ロ
城
」
を
典
拠
と
す
る
。
原
図
と
比
較
す
る
と
「
ミ
ー
ル
ロ

城
」
の
塔
の
高
さ
は
大
判
に
収
め
る
た
め
調
整
さ
れ
る
。
本
作
は
、
ブ
ラ
バ
ン
ト

地
方
の
建
造
物
と
南
欧
人
物
の
組
み
合
わ
せ
を
中
心
と
し
て
再
構
成
さ
れ
、
横
浜

浮
世
絵
に
特
徴
的
な
地
理
的
情
報

に
と
ら
わ
れ
な
い
異
国
風
景
と
い

え
る
。

ま
た
、
本
作
と
同
年
に
出
版
さ

れ
た
「
亜
墨
利
加
国
蒸
気
船
中
之

写
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の

画
中
画
（
図
20
）
に
も
「
ラ
ミ
ー

城
」
の
利
用
を
確
認
で
き
る
。
こ

れ
ら
二
点
の
錦
絵
の
制
作
年
は
文

久
元
年
（
一
八
六
一
）、
す
な
わ

ち
国
芳
の
没
年
に
あ
た
る
。
お
そ

ら
く
芳
員
は
、
国
芳
が
愛
蔵
し
た

こ
の
西
洋
銅
版
画
を
形
見
と
し
て

継
承
し
、
自
ら
の
作
画
に
生
か
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
示
し
た
四
人
の
絵

師
が
参
照
し
た
『
ブ
ラ
バ

ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修

道
院
』
に
つ
い
て
、
各
絵

師
が
特
定
の
同
一
本
を
順

に
入
手
あ
る
い
は
実
見
し

た
と
み
な
す
決
定
的
な
証

拠
は
見
出
せ
な
い
が
、
田

善
と
国
芳
が
希
少
本
で

あ
っ
た『
東
西
海
陸
紀
行
』

を
参
照
し
て
い
た
事
例
も

踏
ま
え
る
と
、
国
芳
が
同

様
の
入
手
経
路
で
こ
れ
ら

の
西
洋
銅
版
画
を
手
に
入

れ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
思

わ
れ
る（

（1
（

。
そ
の
場
合
、
舶

載
さ
れ
た
ル
・
ロ
ア
の
著

作
は
、
四
人
の
絵
師
が
利

用
し
た
挿
絵
を
全
て
掲
載

す
る
、
一
六
九
九
年
版
も

し
く
は
一
七
〇
五
年
版
と

推
定
さ
れ
る
。
特
に
、
各

絵
師
が
参
照
し
た
原
図
の

掲
載
箇
所
が
比
較
的
集
中

図 18 「Castellum Ramey.」（『ブラバントの名高き城館と修
道院』、ミュンスター大学図書館蔵）

図 19 「PROSPECTUS CASTELLI MIEELO.」
（『ブラバントの名高き城館と修道院』、ミュンスター大学図書館蔵）

図 20 歌川芳員
「亜墨利加国蒸気船中之写」部分

（国立国会図書館蔵）
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の
芳
女
は
俳
人
・
田
口
其
英
に
嫁
い
だ
。
ま
た
、
狂
歌
師
・
梅
屋
鶴
寿
と
特
に
親

交
が
厚
く
、
終
生
国
芳
の
作
画
活
動
を
支
え
た
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
三
月

五
日
、
国
芳
は
六
十
五
歳
で
歿
し
、
浅
草
八
軒
寺
町
の
大
仙
寺
に
葬
ら
れ
た
。
没

後
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
十
三
回
忌
法
要
に
あ
た
り
、
其
英
や
門
人
ら
に

よ
っ
て
「
歌
川
国
芳
顕
彰
碑
」
が
三
囲
神
社
に
建
て
ら
れ
、
現
在
に
伝
わ
る
。

国
芳
は
人
気
絵
師
で
あ
る
が
ゆ
え
、
度
々
筆
禍
に
見
舞
わ
れ
た
。
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
に
出
版
し
た
「
源
頼
光
公
舘
土
蜘
作
妖
怪
図
」
は
、
天
保
の
改
革

に
対
す
る
幕
府
批
判
を
暗
示
し
た
判
じ
物
と
し
て
大
衆
の
人
気
を
集
め
た
末
、
最

終
的
に
絶
版
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
出
版
の
「
き
た

い
な
名
医

難
病
療
治
」
や
同
六
年
（
一
八
五
三
）
出
版
の
「
浮
世
又
平
名
画
奇

特
」
が
浮
説
を
生
じ
さ
せ
た
と
し
て
処
分
対
象
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
国
芳

に
対
し
て
隠
密
廻
り
の
同
心
に
よ
る
身
辺
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
無

実
潔
白
と
評
定
さ
れ
た（

（1
（

。

さ
て
、
国
芳
が
西
洋
画
法
に
強
い
関
心
を
示
し
た
浮
世
絵
師
で
あ
る
こ
と
は
古

く
か
ら
認
知
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
西
洋
画
法
習
得
に
対
す
る

並
々
な
ら
ぬ
執
念
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
る
。

例
え
ば
、
阿
部
弘
蔵
「
容
齋
国
芳
二
画
家
の
逸
事
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る（

（1
（

。一
と
せ
西
洋
の
絵
入
新
聞
紙
の
舊
び
た
る
一
葉
の
、
如
何
に
し
た
り
け
ん
。

好
事
家
の
許
よ
り
出
で
し
に
や
。
鬻
け
る
者
の
あ
り
し
か
ど
、
当
時
海
外
の

事
は
聞
く
さ
へ
稀
に
し
て
、
洋
人
と
い
へ
ば
一
種
異
様
の
物
に
や
と
想
像
し

た
り
し
ほ
ど
の
こ
と
に
し
あ
れ
ば
、
観
る
者
の
只
徒
に
珍
ら
し
と
の
み
の
の

し
り
て
、
誰
と
て
購
は
ん
と
い
へ
る
者
も
な
か
り
し
を
、
国
芳
聞
き
て
、
や

が
て
こ
れ
を
鬻
け
る
家
に
至
り
て
見
る
に
、
そ
の
画
様
の
人
と
物
と
の
関
係

す
る
点
が
興
味
深
い
。一
冊
の
書
物
が
複
数
に
分
割
さ
れ
て
流
通
し
た
可
能
性
や
、

挿
絵
部
分
の
み
が
切
り
抜
か
れ
て
零
葉
と
し
て
別
個
に
伝
来
し
て
い
っ
た
可
能
性

が
想
定
さ
れ
よ
う（

（1
（

。

二

歌
川
国
芳
の
銅
版
画
受
容

歌
川
国
芳
は
、生
前
よ
り
「
役
者
絵
の
国
貞
」、「
名
所
絵
の
広
重
」
と
並
び
「
武

者
絵
の
国
芳
」
と
称
さ
れ
る
な
ど
そ
の
武
者
絵
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
近
年

で
は
大
判
三
枚
続
の
大
画
面
を
生
か
し
た
大
胆
な
構
図
の
歴
史
画
や
ユ
ー
モ
ア
に

富
ん
だ
戯
画
な
ど
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
画
業
を
振

り
返
る
う
え
で
西
洋
画
法
か
ら
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

ま
ず
は
国
芳
の
生
涯
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く（

（1
（

。
国
芳
は
寛
政
九
年
十
一
月

一
五
日（
一
七
九
八
年
一
月
一
日
）、江
戸
・
白
銀
町
で
生
ま
れ
た
。幼
名
を
芳
三
郎
、

の
ち
に
井
草
孫
三
郎
と
称
し
、
一
勇
斎
、
朝
桜
楼
な
ど
と
号
し
た
。
父
は
柳
屋
吉

右
衛
門
、
母
は
柏
谷
氏
と
称
し
、
家
業
は
紺
屋
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。

七
、八
歳
の
時
よ
り
、北
尾
重
政
著
『
絵
本
武
者
鞋
』（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉

刊
）
や
鍬
形
蕙
斎
著
『
諸
職
画
鑑
』（
寛
政
六
年
〈
一
七
九
四
〉
刊
）
な
ど
の
絵

本
を
好
ん
で
参
照
し
、
人
物
の
描
き
方
を
理
解
し
た
と
い
う
。
十
二
歳
の
時
、
鍾

馗
の
図
を
描
き
、「
其
状
貌
猛
壮
、
行
筆
秀
勁
、
老
成
者
の
如
し
」
で
あ
っ
た
と

伝
わ
る
。
一
陽
斎
豊
国
は
こ
の
図
を
称
賛
し
、
そ
の
才
を
見
出
し
、
豊
国
に
入
門

し
た
。
国
芳
は
同
門
の
国
貞
と
競
り
合
い
な
が
ら
絵
筆
を
振
る
っ
た
。
美
人
画
を

得
意
と
し
た
国
貞
に
対
し
、
国
芳
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
頃
よ
り
刊
行
を
開

始
し
た
「
通
俗
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
個
（
一
人
）」
に
て
一
躍
名
声
を
広
め
、

武
者
絵
に
定
評
を
集
め
た
。

国
芳
に
は
画
を
描
く
二
人
の
娘
が
い
た
が
、
長
女
の
芳
鳥
女
は
早
世
し
、
次
女



45

と
申
し
て
居
り
ま
し
た
、
其
頃
蘭
医
で
安
部
祐
信
と
い
ふ
人
が
あ
り
ま
し
た

が
、
大
層
国
芳
を
可
愛
が
つ
て
居
ま
し
て
、
和
蘭
絵
を
始
終
持
つ
て
来
て
は

見
せ
て
居
ま
し
た
が
、
例
の
高
野
長
英
が
死
ん
だ
時
も
、
直
ぐ
国
芳
の
所
に

馳
け
て
参
つ
て
、
長
英
が
到
頭
腹
を
切
つ
た
、
ド
ウ
だ
い
何
か
出
来
さ
う
な

も
の
だ
と
話
し
ま
す
か
ら
、
国
芳
は
其
紋
所
や
い
ろ
〳
〵
聞
い
て
、
其
頃
芝

居
で
演
て
居
ま
し
た
碁
盤
忠
信
を
凝
つ
て
忠
信
の
切
腹
と
い
ふ
図
に
し
て
長

英
を
利
か
せ
た
錦
絵
を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
、

国
芳
は
、
安
部
祐
信
な
る
蘭
医
か
ら
「
銅
版
の
和
蘭
絵
」
す
な
わ
ち
、
西
洋
銅

版
画
を
頻
繁
に
閲
覧
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
。
国
芳
の
代
表
作
「
相
馬
の
古

内
裏
」
に
描
か
れ
る
骸
骨
は
舶
載
さ
れ
た
何
ら
か
の
解
剖
書
を
参
照
し
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
蘭
医
と
の
関
係
性
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ

と
に
は
、
高
野
長
英
（
一
八
〇
四
～
五
〇
）
が
自
刃
し
た
際
、
碁
盤
忠
信
の
画
題

を
土
台
に
、
家
紋
な
ど
高
野
長
英
と
わ
か
る
要
素
を
盛
り
込
み
、
忠
信
切
腹
の
図

と
し
て
錦
絵
を
出
版
し
た
と
い
う
。
碁
盤
忠
信
を
描
く
幾
多
の
錦
絵
の
う
ち
、
こ

れ
に
該
当
す
る
作
品
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
が
、
話
題
性
の
あ
る
出
来
事
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
様
子
か
ら
は
国
芳
の
挑
戦
的
な
作
画
姿
勢
が
窺

い
知
れ
る
。

そ
し
て
、
飯
島
虚
心
著
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
は
、
国
芳
の
西
洋
画
へ
の
傾

倒
ぶ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
る（

（2
（

。

栗
田
氏
曰
く
、
余
嘗
て
国
芳
を
玄
冶
店
に
訪
い
し
こ
と
あ
り
し
が
、
其
の
家

は
美
麗
と
い
う
に
あ
ら
ね
ど
、
さ
す
が
に
狭
き
庭
な
が
ら
、
木
石
ほ
ど
よ
く

な
ら
べ
て
あ
り
し
。
さ
て
閑
談
し
て
西
洋
画
の
こ
と
に
至
り
、
頗
る
得
意
の

色
あ
り
て
、
手
筥
の
中
よ
り
、
嘗
て
貯
え
お
き
た
る
、
西
洋
画
数
百
枚
を
出

と
い
ひ
、
遠
近
の
割
合
と
い
ひ
、
陰
顕
の
所
作
と
い
ひ
、
筆
力
の
精
に
し
て

且
密
な
る
。実
に
此
身
の
そ
の
地
に
在
り
て
、真
の
物
に
接
す
る
が
如
き
こ
ゝ

ち
し
て
、
深
く
西
洋
画
法
の
絶
妙
の
域
に
至
れ
る
に
う
ち
驚
き
、
暫
し
が
ほ

ど
は
大
息
の
あ
り
さ
ま
な
り
し
が
、
や
ゝ
あ
り
て
そ
の
價
を
尋
ね
れ
バ
、
金

六
両
な
り
と
答
へ
ぬ
。
国
芳
何
お
も
ひ
け
ん
。
價
の
高
き
を
も
厭
は
で
、
懐

紙
の
う
ち
よ
り
そ
の
金
を
と
り
出
で
購
ひ
帰
り
。こ
れ
よ
り
数
十
日
の
間
は
、

他
事
を
も
う
ち
棄
て
ゝ
、
日
夜
こ
の
絵
に
意
を
ひ
そ
め
て
遂
に
斯
の
派
の
画

風
を
一
変
し
た
り
し
と
ぞ
。
彼
の
浅
草
寺
の
堂
に
掲
げ
た
る
鬼
媼
が
一
女
子

を
殺
さ
ん
と
せ
る
側
に
観
音
大
士
の
眠
れ
る
さ
ま
を
図
せ
る
扁
額
の
如
き
は

実
に
国
芳
が
西
洋
の
画
法
よ
り
得
た
り
し
筆
も
て
画
け
る
も
の
に
し
て
。
之

を
以
前
に
画
け
る
も
の
に
比
ぶ
る
に
、
霄
壤
の
差
あ
り
て
、
そ
の
心
砕
き
た

る
さ
ま
思
ひ
遣
ら
れ
た
り
。

西
洋
の
絵
入
り
新
聞
の
存
在
を
聞
き
訪
れ
た
国
芳
が
、そ
の
合
理
性
や
遠
近
法
、

陰
影
法
、
細
密
さ
が
醸
し
出
す
迫
真
的
表
現
に
西
洋
画
法
の
真
髄
を
見
出
し
、
こ

れ
を
大
金
で
買
い
求
め
、
一
心
に
習
得
に
励
ん
だ
と
い
う
逸
話
が
紹
介
さ
れ
る
。

そ
の
う
え
で
、
西
洋
画
法
を
駆
使
し
て
描
い
た
作
例
と
し
て
、
浅
草
寺
に
奉
納
し

た
肉
筆
の
大
絵
馬
「
一
ツ
家
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
落
合
芳
幾
（
一
八
三
三
～
一
九
〇
四
）
は
、
師
で
あ
る
国
芳
の
作
画
姿

勢
を
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る（

（2
（

。

此
頃
の
写
生
と
い
ふ
の
は
、
重
に
銅
版
の
和
蘭
絵
を
模
写
す
る
の
で
す
が
、

国
芳
も
此
に
は
非
常
に
熱
心
で
し
て
、
何
ふ
も
あ
ち
ら
は
旨
い
、
北
斎
が
ア

ン
な
風
な
絵
に
な
つ
て
仕
舞
つ
た
の
は
、
此
和
蘭
絵
を
習
つ
て
居
て
何
ふ
も

旨
く
往
か
な
い
も
の
だ
か
ら
、
到
頭
焦
れ
て
ア
ン
な
風
を
画
き
出
し
た
の
だ
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飯
島
虚
心
の
記
述
以
外
に
国
芳
と
玉
川
の
交
流
を
伝
え
る
具
体
的
な
史
料
は
見

出
せ
な
い
が
、
国
芳
が
写
真
と
い
う
後
に
先
進
的
か
つ
西
洋
的
な
技
術
を
究
め
る

人
物
と
西
洋
画
法
を
論
じ
合
っ
た
と
い
う
記
述
は
示
唆
に
富
む
。
加
え
て
、
玉
川

が
交
流
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
文
晁
や
崋
山
も
独
自
に
西
洋
銅
版
画
を
受
容
し
、
強

く
影
響
を
受
け
た
作
例
が
残
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

玉
川
と
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
文
晁
は
画
塾
・
写
山
楼
を
主
宰
し
た
。
写
山

楼
で
は
様
々
な
流
派
の
画
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
、
西
洋
画
法
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
文
晁
自
身
の
西
洋
画
法
に
対
す
る
意
欲
は
「
フ
ァ
ン
・
ロ
イ
エ

ン
筆
花
鳥
図
模
写
」（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）の
制
作
か
ら
も
窺
い
知
れ
る（

（2
（

。
特
に
、

師
と
仰
ぐ
洋
風
画
家
・
石
川
大
浪
（
一
七
六
二
～
一
八
一
七
）
が
旧
蔵
し
、
西
洋

画
法
書
と
し
て
も
重
宝
さ

れ
た
ヘ
ラ
ル
ド
・
ラ
イ
レ
ッ

セ
著
『
大
画
法
書
』（
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
を
入

手
し
、
ヤ
ン
・
ヨ
ン
ス
ト
ン

著
『
動
物
図
譜
』
の
銅
版
挿

絵
を
『
西
蛮
画
獣
譜
』、『
西

蛮
画
獣
譜
写
』（
い
ず
れ
も

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
蔵
）

と
し
て
模
写
す
る
姿
勢
は

示
唆
に
富
む
。

ほ
か
に
も
文
晁
の
手
控

帖
で
あ
る
『
画
学
斎
過
眼

図
稾
』（
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
）
に
は
西
洋
銅
版
画
の
模

だ
し
て
余
に
示
せ
り
。
何
処
よ
り
得
た
る
も
の
に
や
、
西
洋
の
絵
入
新
聞
な

ど
も
あ
り
し
、
且
い
え
る
は
西
洋
画
は
、
真
の
画
な
り
。
余
は
常
に
こ
れ
に

倣
わ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
得
ず
、
嘆
息
の
至
り
な
り
と
。

野
村
氏
曰
く
、
国
芳
は
西
洋
の
画
法
を
慕
う
こ
と
甚
だ
深
か
り
し
。
嘉
永
年

間
下
谷
に
猪
飼
某
と
い
う
人
あ
り
、
写
真
の
術
を
研
究
し
て
、
頗
る
熱
心
な

り
し
が
、
国
芳
常
に
此
の
人
と
往
来
し
て
、
画
法
を
談
じ
た
り
。
当
時
の
写

真
は
皆
、
硝
子
に
て
今
の
ご
と
く
紙
に
写
す
こ
と
は
知
ら
ざ
り
し
な
り
。

国
芳
は
手
筥
に
「
西
洋
画
数
百
枚
」
を
所
持
し
、
中
に
は
絵
入
り
新
聞
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
西
洋
画
を
「
真
の
画
」
と
高
く
評
価
し
、
習
得

に
苦
心
し
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
。
ま
た
、
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
～
五
五
）
に

は
、
写
真
術
の
研
究
に
熱
心
で
あ
っ
た
「
猪
飼
某
」
と
頻
繁
に
往
来
し
て
画
法
を

論
じ
た
と
い
う
。
仁
科
又
亮
氏
は
、「
猪
飼
某
」
を
日
本
最
初
の
商
業
写
真
家
と

し
て
知
ら
れ
る
鵜
飼
玉
川
（
一
八
〇
七
～
八
七
）
の
誤
記
と
解
釈
す
る（

（2
（

。

玉
川
は
常
陸
国
府
中
藩
士
の
子
と
し
て
江
戸
藩
邸
で
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
遠

藤
幾
之
助
と
い
い
、
三
二
、三
治
な
ど
と
称
し
た
。
若
き
日
よ
り
書
画
骨
董
の
蒐

集
を
好
み
、
鑑
定
を
得
意
と
し
た
と
い
う
。『
広
益
諸
家
人
名
録
』
二
集
（
天
保

十
三
年
〈
一
八
四
二
〉
刊
）
に
は
「
雑
学
／
玉
川
／
名
三
二
字
三
二
／
本
郷
苗
木

山
／
玉
川
三
治
」
と
の
記
載
が
見
出
せ
る
か
ら
、
天
保
年
間
頃
に
は
知
識
人
と
し

て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。「
玉
川
翁
墓
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、谷
文
晁
（
一
七
六
三

～
一
八
四
〇
）
や
渡
辺
崋
山
（
一
七
九
三
～
一
八
四
一
）、
椿
椿
山
（
一
八
〇
一

～
五
四
）、
市
河
米
庵
（
一
七
七
九
～
一
八
五
八
）
ら
と
交
友
が
あ
っ
た
と
伝
わ

る（
（2
（

。
後
に
、玉
川
は
安
政
六
年（
一
八
五
九
）、横
浜
に
来
港
し
た
米
国
人
のO

.E.

フ

リ
ー
マ
ン
か
ら
写
真
技
術
を
学
び
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
年
に
は
両
国
薬
研

堀
で
写
真
館
・
影
真
堂
を
開
業
す
る
。

図 21 谷文晁「西洋銅版画模写」
（『画学斎過眼図稾』、大東急記念文庫蔵）
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写
（
図
21
）
が
認
め
ら

れ
る
。美
作
津
山
藩
主
・

松
平
斉
民
（
一
八
一
四

～
九
一
）
が
収
集
し

た
、
引
札
や
摺
物
類
を

帖
に
纏
め
た
『
芸
海
余

波
』
第
十
集
（
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
）
に
は

同
じ
西
洋
銅
版
画
の
写

し
（
図
22
）
を
含
み
、

本
来
の
図
様
や
主
題
が

よ
く
分
か
る
。
こ
れ
を

手
掛
か
り
に
原
図
を
求

め
る
と
、
ド
イ
ツ
・
ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
出
身
の
銅
版
画
家
で
あ
る
エ
リ
ア
ス
・
ベ
ッ
ク
（Elias Baeck, 

1679

～1747

）（
（2
（

が
小
人
の
姿
で
描
い
た
銅
版
画
シ
リ
ー
ズ
中
の
一
枚
が
該
当
す

る
。
た
だ
し
、
手
控
帖
と
し
て
の
性
格
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
文
晁
は
極
め
て
簡
潔

な
描
線
を
用
い
た
形
態
模
写
に
と
ど
め
、
銅
版
画
ら
し
い
ハ
ッ
チ
ン
グ
や
陰
影
表

現
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
文
晁
が
本
図
様
を
目
に
し
た
経
緯
を
含
め
て
、

多
様
な
西
洋
銅
版
画
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
資
料
と
い
え
る
。

文
晁
は
西
洋
画
法
の
見
識
を
一
定
程
度
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
国
芳
と
直
接
の
交

友
関
係
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い（

（2
（

。
む
し
ろ
、
直
接
的
な
交
流
が
推
測
さ
れ

る
の
は
渡
辺
崋
山
で
あ
る
。
崋
山
は
銅
版
画
や
石
版
画
か
ら
西
洋
画
法
を
学
ん
だ

こ
と
で
知
ら
れ
、
陰
影
法
を
中
心
に
自
ら
の
作
画
に
取
り
入
れ
た（

（2
（

。
興
味
深
い
こ

と
に
、
崋
山
が
古
今
風
俗
を
描
い
た
『
一
掃
百
態
』
と
国
芳
の
『
風
俗
大
雑
書
』

に
共
通
す
る
図
様
が

存
在
す
る（

（2
（

。『
一
掃

百
態
』
は
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
に

成
立
し
た
稿
本
（
田

原
市
博
物
館
蔵
）
が

現
存
す
る
が
、
出

版
は
崋
山
の
次
男
・

渡
辺
諧
（
小
華
、

一
八
三
五
～
八
七
）

に
よ
る
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
の
初

版
刊
行
ま
で
時
代
が

下
る
。
一
方
、『
風

俗
大
雑
書
』
は
安
政

四
年
（
一
八
五
七
）

に
刊
行
さ
れ
た
経
緯

が
あ
り
、
国
芳
が
崋

山
か
ら『
一
掃
百
態
』

を
拝
借
し
、
図
様
を

写
し
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
る
。
同
時
代

を
生
き
た
絵
師
の
西

洋
画
法
受
容
の
様
相

を
考
慮
す
れ
ば
、
彼

図 22 「エリアス・ベック原画銅版画模写」
（『芸海余波』第十集、早稲田大学図書館蔵）

図 23 亜欧堂田善「大日本金龍山之図」（須賀川市立博物館蔵）
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心
対
象
と
す
る
国
芳
の
姿
勢
は
興
味
深
く
、
そ
の
錦
絵
作
例
の
中
に
も
田
善
の

銅
版
画
か
ら
の
図
様
摂
取
を
見
出
せ
る
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、「
二
十
四

孝
童
子
鑑

郭
巨
」（
原
図
：
田
善
「
真
洲
先
稲
荷
隅
田
川
眺
望
」）、
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
刊
行
の
『
七
ツ
組
入
子
枕
』
三
編
上
・
下
表
紙
絵
（
原
図
：
田
善
「
榎

坂
溜
池
之
景
」）、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
刊
行
の
『
天
禄
太
平
記
』
初
編
挿
絵

（
原
図
：
田
善
「
霊
岸
島
湊
之
図
」）
な
ど
が
知
ら
れ
る（

（3
（

。
今
回
は
新
た
に
「
大
日

本
金
龍
山
之
図
」（
図
23
）
の
利
用
実
態
を
指
摘
し
た
い
。

リ
．
「
夜
参
り
八
景

浅
草
」大
判
錦
絵

天
保
十
四
年
～
弘
化
四
年（
一
八
四
三

～
四
七
）
頃

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
（
図
24
）

手
前
に
女
性
を
配
し
、
上
部
に
江
戸
名
所
に
お
け
る
夜
の
風
情
を
描
い
た
、
八

枚
構
成
の
揃
物
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
。
見
ど
こ
ろ
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
夜
景
に

あ
り
、
本
作
で
は
生
い
茂
る
木
々
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
奥
に
浅
草
寺
本
堂
が
垣
間
見

え
る
。
夜
空
を
表
現
す
る
上
端
の
一
文
字
ぼ
か
し
も
効
果
的
で
情
趣
に
富
む
。

浅
草
寺
本
堂
の
描
写
に
注
目
し
た
い
。
国
芳
は
制
作
に
あ
た
り
手
元
に
あ
っ
た

田
善
の
「
大
日
本
金
龍
山
之
図
」
を
参
照
し
、
本
堂
の
モ
チ
ー
フ
（
図
25
）
に
目

を
付
け
た
。
銅
版
画
の
特
徴
と
い
え
る
線
描
主
体
の
表
現
が
夜
景
と
調
和
す
る
と

考
え
た
意
図
が
窺
え
る
。

ヌ
．「
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内

御
嶽

悪
七
兵
衛
景
清
」
大
判
錦
絵

嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）（
図
26
）

「
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
」
は
、
木
曽
街
道
の
六
十
九
の
宿
に
出
発
地
の
日

本
橋
と
終
地
の
京
都
、
そ
れ
に
目
録
を
加
え
た
七
十
二
枚
の
錦
絵
か
ら
成
る
揃
物

で
、
各
地
名
に
掛
け
て
モ
チ
ー
フ
あ
る
い
は
題
材
を
選
択
し
、
コ
マ
絵
に
は
そ
の

地
の
風
景
を
描
く
。
こ
の
内
、
五
十
番
目
に
あ
た
る
本
図
は
「
大
仏
供
養
」
を
題

ら
と
の
交
流
が
そ
の
理
解
を

深
め
る
一
助
と
な
っ
た
可
能

性
も
十
分
に
あ
り
得
る
の
で

あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
も
、
国

芳
が
西
洋
画
法
習
得
の
基
礎

を
西
洋
銅
版
画
の
写
生
に
依

拠
し
た
こ
と
は
、
伝
聞
史
料

に
加
え
、
そ
れ
ら
の
モ
チ
ー

フ
を
錦
絵
に
取
り
入
れ
た
複

数
の
事
例
か
ら
も
疑
い
よ
う

が
な
い
。
加
え
て
、
田
善
が

制
作
し
た
和
製
銅
版
画
を
関

図 24 歌川国芳「夜参り八景 浅草」
（ボストン美術館蔵）

図 25 亜欧堂田善「大日本金龍山之図」
本堂（須賀川市立博物館蔵）
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材
に
選
択
し
て
お
り
、
東
大
寺
の
僧
侶
に
扮
装
し
源
頼
朝
の
暗
殺
を
試
み
た
平
景

清
が
大
仏
に
飛
び
乗
り
、
源
氏
の
軍
勢
と
対
峙
す
る
場
面
を
描
く
。
な
お
、
表
題

の
「
御
嶽
」
に
は
大
仏
の
「
身
丈
」
と
い
う
言
葉
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う（

（3
（

。

本
図
で
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
の
は
、
右
側
奥
の
五
重
塔
で
あ
る
。
透
視
図
法

に
基
づ
く
視
点
を
取
り
、
梁
や
屋
根
は
細
か
な
直
線
で
処
理
さ
れ
る
。
場
面
が
東

大
寺
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
近
辺
に
屹
立
す
る
興
福
寺
の
五
重
塔
と

考
え
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
す
る
興
福
寺
の
五
重
塔
と
比
較
す
る

と
斗
供
の
数
が
異
な
る
な
ど
構
造
が
違
う
。

こ
の
塔
の
正
体
は
浅
草
寺
の
五
重
塔
で
あ
る
。
正
確
に
言
え
ば
、「
大
日
本
金

龍
山
之
図
」
に
描
か
れ
る
五
重
塔
（
図
27
）
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
田
善
が
描
い
た

図
様
を
国
芳
が
転
用
す
る
。
両
者
を
見
比
べ
る
と
、
そ
の
形
態
や
離
れ
た
位
置
か

ら
仰
ぎ
見
る
視
点
は
一
致
す
る
が
、
国
芳
の
描
く
塔
は
陰
影
が
不
十
分
で
合
理
性

に
や
や
欠
け
る（

（3
（

。
そ
れ
で
も
銅
版
画
の
醍
醐
味
と
も
い
え
る
細
い
描
線
の
緻
密
さ

は
上
手
く
表
現
さ
れ
、
太
い
輪
郭
線
と
面
を
意
識
し
た
抽
象
的
な
大
仏
と
の
対
比

が
面
白
い
。
背
景
の
五
重
塔
と
手
前
の
大
仏
の
大
き
さ
の
対
比
と
と
も
に
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ル
．「
八
犬
伝
芳
流
閣
」
大
判
錦
絵
（
張
交
絵
、部
分
）
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

（
図
28
）

国
芳
ほ
か
三
代
豊
国
、
広
重
の
三
者
に
よ
る
張
交
絵
で
、
国
芳
は
江
戸
時
代
の

民
衆
に
親
し
ま
れ
た
読
本
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
一
場
面
を
描
く
。
国
芳
は
与

え
ら
れ
た
縦
長
の
画
面
い
っ
ぱ
い
に
芳
流
閣
の
屋
根
を
描
き
、
上
部
に
犬
塚
信
乃

を
、
下
部
に
犬
飼
見
八
を
配
置
し
、
両
者
が
対
峙
す
る
緊
迫
の
一
瞬
を
捉
え
る
。

本
図
は
物
語
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
視
覚
化
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
現
実
的

で
あ
る
。
磯
崎
氏
は
か
つ
て
、
こ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
引
き
出
す
仕
組
み
の
根
幹
に

「
西
洋
画
の
空
間
表
現
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た（

（3
（

。
で
は
そ
の
「
西
洋
画
の
空
間

表
現
」
は
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
執
筆
者
は
田
善
の
銅
版
画
の
影
響
を

想
定
し
た
い
。
先
述
し
た
「
夜
参
り
八
景

浅
草
」
に
用
い
た
「
大
日
本
金
龍
山

之
図
」
の
浅
草
寺
本
堂
の
一
部
（
図
29
）
を
切
り
取
っ
て
比
較
す
る
と
、
ア
ン
グ

ル
や
屋
根
の
稜
線
が
一
致
す
る
。
大
胆
な
ト
リ
ミ
ン
グ
技
法
は
、
西
洋
的
な
肖
像

表
現
を
特
徴
と
す
る
大
首
絵
の
揃
物
「
誠
忠
義
士
肖
像
」
と
共
通
す
る
。
画
面
か

図 26 歌川国芳「木曽街道六十九次之内 御嶽
悪七兵衛景清」

図 27 亜欧堂田善
「大日本金龍山之図」

五重塔（須賀川市立博物館蔵）
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国
芳
は
、
田
善
の
和
製
銅
版
画
だ
け
で
は
な
く
、
と
き
に
田
善
が
制
作
に
利
用

し
た
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』
や
『
東
西
海
陸
紀
行
』
と
い
っ

た
西
洋
銅
版
画
も
実
見
し
て
お
り
、
先
人
の
銅
版
画
受
容
の
具
体
的
な
在
り
方
を

看
取
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
国
芳
が
そ
の
事
実
を
認
識
し
て
い
た
の
か
は
別
に

し
て
も
、
浮
世
絵
と
い
う
伝
統
的
な
表
現
手
法
の
中
に
、
西
洋
画
法
に
依
拠
し
た

革
新
的
な
表
現
を
同
居
さ
せ
る
糸
口
と
し
て
重
要
な
参
考
事
例
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

ら
は
み
出
さ
ん
ば
か
り
に
モ
チ
ー
フ
を
拡
大
す
る
手
法
は
大
胆
か
つ
巧
妙
で
、
迫

力
の
あ
る
構
図
を
生
み
出
す
の
に
有
効
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
田
善
が
描
く
浅
草

寺
の
情
景
も
遠
近
感
を
強
調
す
べ
く
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
芳
は
そ
の
銅

版
画
を
架
空
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
登
場
す
る
建
造
物
の
描
写
に
利
用
す
る
。
田
善
の

臨
場
感
の
あ
る
銅
版
画
表
現
を
借
用
す
る
こ
と
で
、
架
空
の
世
界
で
あ
り
な
が
ら

リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
情
景
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

図 28 歌川国芳「八犬伝芳流閣」
（張交絵、部分）

図 29 亜欧堂田善
「大日本金龍山之図」

本堂部分（須賀川市立博物館蔵）
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図
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三
、「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
と
「
唐
土
廿
四
孝
」
の
出
版
背
景

国
芳
に
よ
る
西
洋
銅
版
画
利
用
は
、
先
学
諸
氏
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
具
体
的

な
事
例
を
交
え
て
複
数
の
指
摘
が
知
ら
れ
る（

（3
（

。
勝
盛
典
子
氏
は
「
忠
臣
蔵
十
一
段

目
夜
討
之
図
」
が
『
東
西
海
陸
紀
行
』
所
収
銅
版
画
を
換
骨
奪
胎
し
た
図
で
あ
る

と
明
ら
か
に
さ
れ
た
ほ
か
、「
近
江
の
国
の
勇
婦
於
兼
」
が
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
挿

絵
を
参
照
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
を
提
示
さ
れ
た（

（3
（

。
さ
ら
に
、
勝
盛
氏
の
指
摘
を

受
け
て
、勝
原
良
太
氏
は
『
東
西
海
陸
紀
行
』
を
典
拠
と
す
る
錦
絵
十
四
図
（
十
五

か
所
）
を
指
摘
し
、
国
芳
に
よ
る
西
洋
銅
版
画
の
利
用
が
多
岐
に
渡
る
こ
と
を
示

さ
れ
た（

（3
（

。

と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の
西
洋
銅
版
画
を
典
拠
と
し
た
で
あ
ろ
う
国
芳
の
洋
風
版

画
の
う
ち
、
原
図
が
判
明
し
て
い
る
事
例
は
先
に
提
示
し
た
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名

高
き
城
館
と
修
道
院
』
を
含
め
て
も
一
部
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
全
容
の
解
明
に
は

程
遠
い
。
と
り
わ
け
、
揃
物
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
と
「
唐
土
廿
四
孝
」
は
濃
密

な
洋
風
趣
向
を
凝
ら
し
た
表
現
が
特
徴
的
な
国
芳
の
意
欲
作
で
、
何
ら
か
の
西
洋

銅
版
画
に
依
拠
し
た
と
推
測
さ
れ
る
作
品
が
少
な
く
な
い（

（3
（

。

「SM
O

RK
IN

G W
O

LV
ES FRO

M
 T

H
EIR EA

RT
H

S.

」（
以
下
、「
狼

狩
り
の
図
」）（
図
30
）
も
国
芳
が
参
照
し
た
西
洋
銅
版
画
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

た
い
。
本
図
は
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（T

hom
as W

illiam
son, 1758

～1817

）
の
著
書
『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
（O

riental 

Field Sports

）』（
イ
ェ
ー
ル
英
国
芸
術
セ
ン
タ
ー
蔵
）
に
所
収
さ
れ
る
。『
オ
リ

エ
ン
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
』
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ル
ム
（Edw

ard 

O
rm

e, 1775

～1848

）
に
よ
り
一
八
〇
五
年
か
ら
一
八
〇
七
年
の
間
に
、
二
十

回
に
分
け
て
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
八
〇
七
年
に
大
き
さ
を
縮
小
し
た
廉
価
版

が
二
冊
で
出
版
さ
れ
た
。
以
降
も
再
版
が
認
め
ら
れ
、
国
芳
が
ど
の
版
を
参
照
し

た
か
判
然
と
し
な
い
。

内
容
は
、
著
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
体
験
に
取
材
し
た
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代

の
イ
ン
ド
に
お
け
る
上
流
階
級
の
嗜
み
と
し
て
の
狩
猟
の
記
録
で
あ
り
、
当
時
の

西
洋
人
の
目
か
ら
見
た
現
地
の
人
々
の
文
化
や
風
習
に
関
す
る
記
述
も
特
筆
さ
れ

る
。
と
り
わ
け
本
書
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
各
項
目
の
場
面
に
対
応
し
た
美
し

い
銅
版
挿
絵
を
載
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
動
物
や
狩
猟
図
を
得
意
と
し
た
サ

ム
エ
ル
・
ハ
ウ
ィ
ッ
ト
（Sam

uel H
ow

itt, 1756?

～1822

）
が
原
画
を
描
く
。

「
狼
狩
り
の
図
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
人
と
現
地
人
が
枝
木
を
焚
い
て
煙
を
起

こ
し
、
狼
を
巣
穴
か
ら
燻
り
出
し
な
が
ら
狩
猟
を
行
う
場
面
を
描
く
。
左
端
に
は

猟
銃
を
構
え
る
西
洋
人
と
日
傘
を
差
し
掛
け
る
現
地
人
を
描
き
、
逃
げ
る
狼
を
狙

う
。
足
元
に
は
仕
留
め
た
獲
物
が
転
が
る
。
彼
ら
の
上
方
に
は
褌
姿
の
現
地
人

が
槍
や
棍
棒
で
狼
を
捕
ら
え

る
。
画
面
手
前
か
ら
奥
に
か

け
て
は
、
焚
き
木
を
す
る
現

地
人
の
姿
が
み
え
る
。
あ
る

者
は
斧
で
枝
木
を
裁
ち
、
ま

た
あ
る
者
は
屈
ん
で
藁
を
束

ね
る
。
小
高
い
岩
場
の
上
で

は
英
軍
人
が
現
地
人
に
命
令

を
出
し
、
騎
乗
す
る
者
も
見

ら
れ
る
。
画
面
奥
、
遥
か
遠

方
に
は
軍
の
拠
点
が
確
認
で

き
る
。
右
端
の
岩
陰
か
ら
は

武
装
し
た
人
物
が
弓
で
逃
げ

図 31 歌川国芳「草稿」
（ライデン国立民族学博物館蔵）



53

何
よ
り
原
図
で

は
見
切
れ
て
い
た

ご
く
小
さ
な
図
様

を
、
本
来
の
動
作

意
味
を
改
変
さ
せ

て
ま
で
用
い
る
点

は
注
目
に
値
す

る
。
こ
こ
に
は
、

二
十
四
孝
と
い
う

画
題
に
都
合
の
良

い
図
様
で
あ
る
か

ら
用
い
た
と
考
え

る
よ
り
、
む
し
ろ

た
狼
を
狙
う
。

本
図
を
典
拠
と
し
た
作
例
と
し
て
四
図
（
草
稿
、版
下
絵
含
む
）
を
提
示
す
る
。

ヲ
．「
草
稿
」
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
（
図
31
）

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
は
国
芳
の
手
に
よ
る
模
写
や
下
絵
類
を
収
蔵
し

て
お
り
、
本
草
稿
も
そ
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。
半
裸
褌
姿
で
様
々
な
動
作
を
す

る
人
物
を
描
き
、
所
々
に
「
や
す
む
」「
さ
し
づ
す
る
」「
地
を
ほ
る
」
な
ど
そ
の

モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
説
明
を
付
記
す
る
。
全
て
「
狼
狩
り
の
図
」
か
ら
の
模
写
で

あ
る
が
、
手
に
す
る
道
具
を
意
図
的
に
変
更
し
て
写
す
な
ど
一
部
に
改
変
が
み
ら

れ
る
。
西
洋
銅
版
画
か
ら
人
間
の
動
作
と
そ
の
姿
態
を
学
習
す
る
過
程
を
顕
著
に

看
取
で
き
る
点
で
興
味
深
い
。

ワ
．「
唐
土
廿
四
孝

王
祥
」
中
判
錦
絵

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
図
32
）

王
祥
は
、
病
床
の
母
の
た
め
に
真
冬
の
凍
っ
た
川
へ
鯉
を
捕
り
に
行
く
。
す
る

と
王
祥
の
孝
行
心
が
伝
わ
っ
た
の
か
、
水
面
の
氷
が
砕
け
、
鯉
が
飛
び
出
し
た
と

い
う
逸
話
の
場
面
で
あ
る
。
小
島
烏
水
氏
は
、「
彼
は
先
ず
西
洋
画
に
倣
つ
て
、

裸
体
を
描
い
た
。
雪
を
這
つ
て
鯉
魚
を
求
め
る
王
祥
の
裸
体
は
、
素
描
に
近
く
、

解
剖
も
存
外
に
精
確
で
あ
る
。」（

（3
（

と
述
べ
、
王
祥
の
人
体
表
現
が
何
ら
か
の
西
洋

画
を
典
拠
と
す
る
と
看
破
し
た
う
え
で
、
男
性
の
裸
体
美
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
す

点
を
高
く
評
価
さ
れ
た
。
国
芳
が
典
拠
と
し
た
の
は
「
狼
狩
り
の
図
」
の
画
面
中

央
付
近
で
藁
あ
る
い
は
枝
木
を
束
ね
る
人
物
図
様
で
あ
っ
た
。「
草
稿
」（
図
33
）

に
同
人
物
を
描
い
て
「
た
ば
ね
る
」
と
い
う
説
明
を
付
す
こ
と
か
ら
、
本
来
的
な

動
作
の
意
味
を
国
芳
は
理
解
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
図
で
は
図
様
の
意
味
合

い
が
大
き
く
異
な
り
、
王
祥
の
「
膝
と
手
を
つ
き
、
氷
の
割
れ
目
か
ら
水
面
を
覗

き
込
む
」
と
い
う
意
味
に
変
換
さ
れ
る
。

図 32 歌川国芳「唐土廿四孝 王祥」
（慶應義塾図書館蔵）

図 33 歌川国芳「草稿」部分
（ライデン国立民族学博物館蔵）
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お
気
に
入
り
の
西
洋
銅
版
画
の
図
様
を
強
引
に
で
も
本
揃
物
に
転
用
せ
ん
と
試
み

る
絵
師
自
身
の
意
気
込
み
が
窺
え
る
。
国
芳
は
図
様
の
模
写
を
通
し
て
形
態
の
迫

真
性
を
学
習
し
、
形
に
新
た
な
動
作
的
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
で
図
様
転
用
の
幅

を
大
き
く
広
げ
た
と
い
え
よ
う
。

カ
．「
二
十
四
孝
童
子
鑑

張
孝
張
礼
」（

（3
（

版
下
絵

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
） 

メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
（
図
34
）

「
二
十
四
孝
童
子
鑑

朱
寿
昌
」
と
同
様
に
、
版
下
絵
と
し
て
現
存
す
る
一
枚

で
あ
る
。
未
完
成
品
と
は
い
え
、
国
芳
の
描
こ
う
と
し
た
図
様
を
知
る
に
は
十
分

で
あ
る
。
前
景
に
は
張
孝
張
礼
兄
弟
が
盗
賊
に
囲
ま
れ
る
場
面
を
描
く
。
盗
賊
は

一
人
ず
つ
異
な
る
服
装
で
、
大
仰
な
身
振
り
手
振
り
は
西
洋
画
か
ら
の
影
響
を
強

く
感
じ
さ
せ
、
何
ら
か
の
西
洋
銅
版
画
か
ら
の
転
用
で
あ
ろ
う
。
後
景
に
「
狼
狩

り
の
図
」
の
構
図
を
借
用
す
る
が
、
画
題
と
は
無
関
係
な
は
ず
の
焚
き
木
を
行
う

群
衆
も
そ
の
ま
ま
転
用
し
て
お
り
、
二
十
四
孝
の
図
様
と
し
て
は
異
質
で
あ
る
。

ヨ
．「
二
十
四
孝
童
子
鑑

剡
子
」（

（4
（

大
判
錦
絵

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
個

人
蔵
（
図
35
）

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
の
揃
物
は
当
然
二
十
四
図
か
ら
な
る
こ
と
を
想
定
し
て

制
作
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
る
の
は
版
下
絵
を
含
め
て
十
七
図

に
と
ど
ま
る（

（4
（

。
表
題
の
「
刻
子
」
は
「
剡
子
」
の
誤
字
で
あ
る
。
名
主
双
印
と
丑

八
の
年
月
印
か
ら
、
本
図
は
「
朱
寿
昌
」、「
張
孝
張
礼
」
の
版
下
絵
と
と
も
に
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
）
八
月
に
改
を
受
け
、
他
の
十
四
図
よ
り
遅
れ
て
出
版
さ
れ

た
と
判
明
す
る
。右
側
の
猟
師
は
猟
銃
を
構
え
、羽
根
飾
り
を
付
け
た
帽
子
を
被
っ

て
お
り
、
明
ら
か
に
西
洋
人
の
姿
で
あ
る
。
画
面
構
成
は
明
快
で
あ
る
が
、
濃
厚

な
ぼ
か
し
と
陰
影
表
現
が
強
烈
な
印
象
を
放
つ
。
猟
師
は
、「
狼
狩
り
の
図
」
の

図 34 歌川国芳「二十四孝童子鑑 張孝張礼」版下絵
（メトロポリタン美術館蔵）
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画
面
中
左
端
で
飛
び
出
し
て
き
た
狼
を
仕
留
め
よ
う
と
銃
を
構
え
る
英
軍
人
を
典

拠
と
す
る
。
場
面
が
中
国
の
故
事
に
変
容
し
て
も
、
身
な
り
は
西
洋
風
の
ま
ま
で

あ
る
。

な
お
、落
合
芳
幾
は
万
延
二
年（
一
八
六
一
）、西
洋
趣
向
を
凝
ら
し
た「
写
真
鏡
」

の
揃
物
を
手
掛
け
、師
で
あ
る
国
芳
の
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
や
「
唐
土
廿
四
孝
」

か
ら
そ
の
図
様
の
多
く
を
転
用
す
る
。「
写
真
鏡

山
猟
図
」（
図
36
）
で
は
、
手

前
中
央
の
猟
師
は
「
唐
土
廿
四
孝

剡
子
」
か
ら
、
奥
の
銃
を
構
え
る
猟
師
は

「
二
十
四
孝
童
子
鑑

刻
子
（
剡
子
）」
か
ら
転
用
す
る
。
構
え
た
銃
口
の
先
に
は

猿
が
お
り
、
主
題
か
ら
二
十
四
孝
の
物
語
性
が
排
除
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
本
図
の

手
前
右
端
に
佇
み
、
胸
に
手
を
当
て
真
横
を
向
い
て
立
つ
人
物
は
、
田
善
の
門
人
・

新
井
令
恭
（
生
没
年
不
詳
）
が
描
い
た
「
医
範
提
綱
内
象
銅
版
図
」
扉
絵
（
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
登
場
す
る
西
洋
人
（
図
37
）
を
典
拠
と
す
る（

（4
（

。
原
図
の

登
場
人
物
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
軍
人
が
、
国
芳
に
よ
っ
て
二
十
四
孝
と
い
う
説
話

図 35 歌川国芳「二十四孝童子鑑 剡子」（個人蔵）

図 36 落合芳幾「写真鏡 山猟図」
（千葉市美術館蔵）
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の
登
場
人
物
に

抜
擢
さ
れ
た
の

ち
、
最
終
的
に

芳
幾
が
特
定
の

意
味
を
削
ぎ
落

と
し
た
、
西
洋

人
猟
師
に
帰
結

す
る
と
い
う
一

連
の
図
様
継
承

の
流
れ
が
窺
え

る
。以

上
の
よ
う
に
、
西
洋
銅
版
画
か
ら
の
具
体
的
な
転
用
事
例
を
「
二
十
四
孝
童

子
鑑
」
と
「
唐
土
廿
四
孝
」
と
い
う
中
国
古
来
よ
り
の
説
話
を
題
材
と
し
た
揃
物

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
わ
け
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
洋
風
表
現
を
多
分

に
盛
り
込
ん
だ
二
十
四
孝
図
が
誕
生
し
た
の
か
。
ま
ず
は
二
種
の
揃
物
の
出
版
年

に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
は
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
忠

孝
仇
討

愚
智
太
郎
懲
悪
伝
』
上
巻
に
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
／
廿
四
枚
續
／
一
勇

齋
圀
芳
筆
／
小
傳
を
く
わ
へ
し
錦
絵
に
て
お
子
さ
ま
が
た
へ
の
お
ミ
や
げ
に
是
に

過
た
る
物
ハ
な
し
。
ま
た
御
望
ミ
の
御
方
さ
ま
へ
ハ
廿
四
枚
づ
ゝ
き
折
本
に
仕
立

下
直
ニ
さ
し
上
申
候
」、
同
下
巻
に
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
／
朝
櫻
楼
國
芳
筆
大
錦

画
廿
四
枚
續
」
と
の
広
告
が
載
り
、
遅
く
と
も
こ
の
頃
に
は
出
版
を
開
始
し
た
と

わ
か
る（

（4
（

。

一
方
、嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
刊
行
さ
れ
た『
庭
訓
武
蔵
鐙
』初
編
上
巻
に
は
、

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
錦
繪
／
廿
四
枚
續
朝
櫻
樓
國
芳
画
／
近
ゝ
の
こ
ら
ず
出
板
仕

候
」
と
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
揃
物
の
出
版
は
何
ら
か
の
事
情

で
一
時
的
に
中
断
さ
れ
、
こ
の
年
以
降
に
残
り
が
出
版
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

事
実
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
八
月
に
改
を
受
け
て
「
刻
子
（
剡
子
）」
が
出

版
さ
れ
た
も
の
の
、
同
時
期
に
改
を
受
け
た
「
朱
寿
昌
」「
張
孝
張
礼
」
は
版
下

絵
の
状
態
で
現
存
し
、
実
質
上
の
打
ち
切
り
と
な
っ
た（

（4
（

。
そ
の
た
め
、「
二
十
四

孝
童
子
鑑
」
は
版
下
絵
二
枚
を
除
き
、
計
十
五
枚
が
版
元
よ
り
出
版
さ
れ
た
が
、

嘉
永
三
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
と
確
認
で
き
る
の
は
「
刻
子
（
剡
子
）」
の
み
で

あ
る
。

か
た
や
中
判
の
「
唐
土
廿
四
孝
」
は
全
二
十
四
図
の
出
版
が
確
認
さ
れ
、
画
面

に
蝋
引
き
風
の
光
沢
加
工
を
施
す
作
例
も
多
い（

（4
（

。「
王
祥
」、「
庾
黔
婁
」、「
曾
参
」、

「
孟
宗
」
の
四
点
に
押
さ
れ
た
名
主
双
印
を
手
が
か
り
に
、弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
間
に
改
を
受
け
た
と
分
か
る（

（4
（

。
ま
た
、
笠
亭
仙

果
述
・
国
芳
画
に
よ
る
合
巻
『
七
ツ
組
入
子
枕
』
六
編
（
嘉
永
五
年
刊
）
の
挿
絵

（
図
38
）
に
は
、「
唐
土
廿
四
孝

張
孝
張
礼
」
と
ほ
ぼ
同
構
図
の
玉
板
油
絵
あ
る

い
は
油
彩
画
の
看
板
を
掲
げ
た
唐
物
屋
の
店
先
を
描
く（

（4
（

。
原
図
で
あ
る『
漂
流
記
』

の
銅
版
画
挿
絵
と
異
な
り
、
人
物
の
身
な
り
が
「
唐
土
廿
四
孝

張
孝
張
礼
」
と

近
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
七
ツ
組
入
子
枕
』
は
同
図
を
参
考
に
し
た
と
推
測

で
き
、「
唐
土
廿
四
孝
」
は
弘
化
四
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で
の
間
に
出
版
さ
れ
た

と
み
て
差
し
支
え
な
い
。

改
め
て
出
版
年
を
整
理
す
る
と
、天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
に
「
二
十
四

孝
童
子
鑑
」
の
出
版
が
開
始
さ
れ
た
が
一
時
中
断
さ
れ
、
弘
化
四
年
～
嘉
永
五

年
（
一
八
四
七
～
五
二
）
に
か
け
て
「
唐
土
廿
四
孝
」
が
全
図
出
版
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
に
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
の
出
版
が
再
開
す
る
も
程
無
く
し
て
打

ち
切
り
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

図 37 新井令恭「医範提綱内象銅版
図」扉絵（京都大学附属図書館蔵）
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こ
れ
ら
の
揃
物

が
出
版
さ
れ
た
経

緯
に
は
、
当
時
の

幕
府
に
よ
る
政
策

が
深
く
関
係
し
て

い
る（

（4
（

。
天
保
十
二

年
（
一
八
四
一
）

よ
り
老
中
・
水
野

忠
邦
が
強
く
推
し

進
め
た
天
保
の
改

革
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
出
版
業
界
に
も
及
び
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に

出
さ
れ
た
町
触
で
は
、
役
者
絵
や
美
人
画
を
題
材
と
し
た
錦
絵
を
出
版
禁
止
と
し

た
ほ
か
、
表
紙
や
上
包
み
に
彩
色
を
用
い
る
な
ど
無
用
な
手
数
を
か
け
た
絵
草
紙

が
高
値
で
取
引
さ
れ
る
現
状
を
問
題
視
し
、
そ
の
売
買
を
禁
じ
た
。
役
者
似
顔
や

狂
言
の
趣
向
を
禁
止
す
る
一
方
で
、
忠
孝
貞
節
を
元
立
て
と
し
、
児
女
勧
善
と
な

る
内
容
を
奨
励
し
た（

（4
（

。

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
も
こ
の
規
制
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
先
述
し
た
『
忠
孝
仇
討

愚
智
太
郎
懲
悪
伝
』
上
巻

の
広
告
に
は
、「
お
子
さ
ま
が
た
へ
の
お
ミ
や
げ
」を
売
り
文
句
と
す
る
。
こ
れ
は
、

江
村
北
海
（
一
七
一
三
～
八
八
）
撰
『
授
業
編
』
巻
之
一
「
幼
學
」（
天
明
三
年

〈
一
七
八
三
〉
刊
）
に
あ
る
次
の
記
述
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。

（
前
略
）
凡
ソ
小
兒
二
三
歳
ノ
コ
ロ
ヨ
リ
。
父
母
外
ヘ
出
テ
。
家
ニ
帰
レ
バ
。

必
ミ
ヤ
ゲ
〱
ト
求
ム
ル
故
。世
ニ
イ
フ
人
形
及
ビ
サ
マ
〲
ノ
モ
テ
ア
ソ
ビ
ヲ
。

其
度
毎
ニ
ツ
カ
ワ
ス
事
世
上
皆
同
ジ
。
其
ミ
ヤ
ゲ
ヲ
遣
ス
ニ
。
二
三
度
ニ
一

度
ハ
。
何
ニ
テ
モ
ア
レ
。
世
ニ
イ
フ
繪
草
紙
ヲ
求
メ
帰
リ
テ
ツ
カ
ワ
ス
。
モ

チ
ロ
ン
小
兒
ノ
事
ナ
レ
バ
。
破
リ
モ
ス
ル
。
ヨ
ゴ
シ
モ
ス
ル
。
ソ
レ
ニ
頓
着

ナ
ク
。
他
ノ
モ
テ
ア
ソ
ビ
ト
同
ジ
ク
。
打
チ
マ
カ
セ
置
ナ
リ
。
サ
レ
ド
何
事

モ
其
始
ヲ
ツ
ゝ
シ
ム
ベ
キ
理
ナ
レ
バ
。
余
ハ
繪
入
ノ
二
十
四
孝
ノ
本
ヲ
。
最

初
ニ
ツ
カ
ワ
シ
。
其
ノ
餘
ハ
何
ト
云
事
ナ
ク
。
畫
ノ
ア
ル
本
ヲ
遣
ス
。
次
第

ニ
本
多
ク
ナ
リ
テ
。
左
右
ニ
引
チ
ラ
シ
ア
ル
ヲ
見
テ
。
外
ヨ
リ
入
リ
来
ル
人

モ
。
此
兒
コ
ソ
本
ガ
好
ナ
レ
ト
。
人
々
ノ
ミ
ヤ
ゲ
。
或
ハ
年
始
ノ
ト
シ
ダ
マ

ナ
ド
云
ニ
モ
。
大
方
画
本
ヲ
遣
ス
。
カ
ク
シ
テ
イ
ヨ
〱
多
ク
ナ
ル
。
其
中
ニ

ヤ
部
ダ
チ
タ
ル
物
ヲ
イ
ハ
。
繪
本
古
事
談
。
訓
蒙
圖
彙
。
繪
入
年
代
記
。
繪

入
節
用
集
。
京
メ
グ
リ
。
日
本
歳
時
記
曽
我
物
語
。
平
家
物
語
ナ
ド
。
何
ト

限
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
。
畫
ノ
ア
ル
書
ヲ
ア
テ
ガ
ヒ
置
バ
。
子
ド
モ
ノ
ナ
ラ
ヒ

ニ
テ
。
必
畫
ト
キ
ヲ
セ
ヨ
ト
セ
ガ
ム
。
其
時
カ
ノ
二
十
四
孝
ヨ
リ
ハ
ジ
メ
テ
。

タ
ト
ヘ
バ
コ
レ
ハ
舜
ト
イ
フ
聖
人
。
コ
レ
ハ
象
ト
イ
フ
獸
。
舜
ガ
親
ゴ
ニ
御

孝
行
ニ
ア
リ
シ
故
。
耕
作
ヲ
ナ
サ
レ
シ
ニ
。
象
ト
イ
フ
ケ
モ
ノ
来
リ
テ
田
ヲ

耕
シ
。
鳥
ハ
觜
ニ
テ
田
ノ
草
ヲ
ク
ワ
ヱ
テ
ヌ
キ
シ
ゾ
ト
。
カ
ヤ
ウ
ニ
云
キ
カ

ス
。
余
ガ
家
小
兒
ヲ
教
ル
ハ
。
皆
カ
ク
ノ
如
シ
。
今
年
辛
丑
ニ
。
六
歳
ニ
ナ

ル
小
兒
ア
リ
。
老
牛
舐
犢
ノ
愛
ニ
オ
ボ
レ
。
萬
ヅ
イ
フ
マ
ゝ
。
ワ
ガ
マ
ゝ
ニ

ソ
ダ
テ
。
呵
ル
ト
云
フ
事
ナ
ク
。
マ
シ
テ
イ
マ
ダ
何
ヲ
一
ツ
教
ル
ト
云
事
ナ

ケ
レ
ド
モ
。
右
ニ
云
ル
ゴ
ト
ク
。
画
ノ
ア
ル
書
ノ
中
ニ
育
ホ
ド
ニ
。
イ
ツ
シ

カ
二
十
四
孝
子
ノ
名
。
并
ニ
其
事
ノ
ア
ラ
マ
シ
ハ
覺
ヘ
。（
後
略
）

子
供
が
読
書
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
方
法
を
述
べ
る
中
で
、
子
供
へ
の

土
産
物
と
し
て
絵
本
を
与
え
る
べ
き
と
い
い
、
最
初
に
二
十
四
孝
の
本
を
与
え
る

こ
と
を
勧
め
る
。
子
供
は
自
然
と
絵
解
き
を
求
め
て
く
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
説

い
て
教
え
る
。
こ
の
よ
う
に
絵
の
あ
る
本
に
囲
ま
れ
て
育
つ
こ
と
で
、
徐
々
に

図 38 歌川国芳画『七ツ組入子枕』
六編 部分（早稲田大学図書館蔵）
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二
十
四
孝
の
孝
子
の
名
前
や
概
要
を
覚
え
て
い
く
と
説
明
す
る
。「
二
十
四
孝
童

子
鑑
」
も
こ
う
し
た
子
供
向
け
の
土
産
と
し
て
の
需
要
を
見
込
ん
で
出
版
さ
れ
た

推
測
さ
れ
る
。

同
様
に
「
唐
土
廿
四
孝
」
も
子
供
を
鑑
賞
対
象
と
し
て
制
作
さ
れ
た
。
同
揃
物

に
は
折
本
に
仕
立
て
た
事
例
が
知
ら
れ
、
二
枚
の
序
文
が
追
加
さ
れ
る
。
そ
の
一

枚
目
の
序
文
に
は
『
孝
経
』
開
宗
明
義
章
の
一
節
「
身
體
髪
膚
受
父
母
、
不
敢
毀

傷
孝
之
始
也
。立
身
行
道
揚
名
於
後
世
以
顯
父
母
孝
之
終
也
。」を
篆
書
体
で
記
す
。

意
訳
す
る
と
、「
身
体
は
髪
か
ら
皮
膚
に
至
る
ま
で
父
母
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の

で
、
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
孝
行
の
始
め
で
あ
る
。
身
を
立
て
、
正
し
い

道
を
行
い
、
名
声
を
後
世
に
残
し
て
父
母
を
顕
彰
す
る
の
は
孝
行
の
終
わ
り
で
あ

る
。」
と
な
る
。
周
縁
部
は
蝙
蝠
や
饕
餮
門
な
ど
吉
祥
紋
で
装
飾
し
、
中
国
趣
味

的
意
味
合
い
が
強
い
。

も
う
一
枚
の
「
唐
土
廿
四
孝
」
序
文
に
は
、「
弌
勇
斎
水
滸
傳
英
雄
莊
歳
躰
毀
傷
、

破
孝
之
罪
。
當
此
二
十
有
四
漢
土
之
図
、
和
蘭
肉
彩
画
丹
青
。
孝
子
翫
而
至
善
之

童
兒
為
坐
右
画
工
之
喜
。」（
一
部
抜
粋
）
と
あ
る（

（5
（

。
大
意
は
「
国
芳
の
描
く
水
滸

伝
英
雄
は
壮
齢
の
体
を
傷
つ
け
、
孝
行
を
破
る
罪
で
あ
る
。
二
十
四
孝
漢
土
の
図

に
つ
い
て
は
和
蘭
の
肉
彩
画
法
で
彩
色
す
る
。
孝
子
が
鑑
賞
し
て
至
善
の
童
子
と

な
る
こ
と
は
、
画
工
（
国
芳
）
の
喜
び
で
あ
る
。」
と
解
釈
で
き
、「
唐
土
廿
四
孝
」

は
子
供
を
鑑
賞
者
に
想
定
し
た
制
作
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

そ
し
て
、「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
が
出
版
を
取
り
や
め
た
背
景
に
は
、「
唐
土
廿

四
孝
」
の
出
版
お
よ
び
当
時
の
社
会
情
勢
が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
執
筆
者

は
推
測
す
る
。

版
元
が
二
十
四
孝
の
売
り
文
句
を
、
た
と
え
表
面
的
で
あ
っ
て
も
童
蒙
教
育
や

児
女
勧
善
と
す
る
以
上
、
そ
れ
を
買
い
与
え
る
側
と
し
て
重
要
な
指
標
と
な
る
の

は
、安
価
な
価
格
設
定
と
分
か
り
や
す
さ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
唐
土
廿
四
孝
」

は
大
判
よ
り
も
安
価
な
中
判
で
、
か
つ
人
物
主
体
の
分
か
り
や
す
い
画
面
構
成
で

あ
る
こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
対
す
る
「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
は
、
風

景
表
現
に
主
眼
を
置
い
た
大
判
の
揃
物
で
あ
り
、
説
話
内
容
よ
り
も
西
洋
風
景
の

描
写
に
こ
だ
わ
り
が
み
ら
れ
る
。
両
者
が
洋
風
表
現
を
駆
使
し
た
二
十
四
孝
の
揃

物
と
し
て
競
合
す
る
な
ら
ば
、「
唐
土
廿
四
孝
」
に
軍
配
が
上
が
る
。

加
え
て
、
社
会
情
勢
の
面
か
ら
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」

は
嘉
永
六
年
八
月
に
改
を
受
け
て
出
版
が
再
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
前
、
出
版
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
発
生
し
た
。
同
年
六
月
の
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
で

あ
る
。
同
時
期
に
改
を
受
け
た
国
芳
の
「
浮
世
又
平
名
画
奇
特
」
は
判
じ
物
と
し

て
大
流
行
し
て
い
る
。
大
衆
は
世
相
や
幕
府
批
判
を
判
じ
た
錦
絵
と
解
釈
し
、
ペ

リ
ー
来
航
も
結
び
付
け
て
考
え
た
た
め
で
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
を
受
け
、
国
芳
に
対
し
て

隠
密
廻
り
の
同
心
が
身
辺
調
査
を
実
施
し
た
も
の
の
、
絵
師
自
身
に
浮
評
を
生
じ

さ
せ
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
当
局
に
よ
る
疑
い

の
目
を
向
け
ら
れ
た
な
か
で
、
露
骨
な
洋
風
表
現
が
特
徴
の
「
二
十
四
孝
童
子

鑑
」
の
出
版
を
継
続
す
る
こ
と
は
版
元
側
も
難
し
い
判
断
を
強
い
ら
れ
た
は
ず
で

あ
る
。

こ
う
し
た
複
合
的
な
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
、「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
の
出
版

を
打
ち
切
る
に
至
っ
た
と
想
定
し
た
い
。
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四

異
国
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
と
し
て
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』

か
つ
て
坂
本
満
氏
は
「
唐
土
廿
四
孝

剡
子
」
に
描
か
れ
た
猟
師
の
特
徴
的
な

身
な
り
に
着
目
し
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
（D

aniel D
efoe, 1660?

～1731

）

原
作
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』（
以
下
、『
漂
流
記
』）
に
登
場
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
ー
と
の
共
通
点
を
見
出
さ
れ
、
国
芳
が
同
書
の
挿
絵
を
参
考
に
し
た
可

能
性
を
提
示
さ
れ
た（

（5
（

。
し
か
し
、『
漂
流
記
』
は
一
七
一
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
初

版
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
各
国
で
翻
訳
さ
れ
て
多
様
な
版
種
が
生
み
出
さ
れ
た
た

め
、
国
芳
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
原
図
の
特
定
は
困
難
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
執
筆
者
は
各
機
関
の
ア
ー
カ
イ
ブ
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照

し
て
『
漂
流
記
』
の
諸
版
を
調
査
し
た
結
果
、
国
芳
の
洋
風
錦
絵
と
近
似
す
る
図

図 39 歌川国芳「唐土廿四孝 剡子」
（慶應義塾図書館蔵）

図 40 「"WE FILLED OUR JARS, AND FEASTED 
ON THE HARE WE HAD KILLED."」

（『The surprising adventures of Robinson Crusoe』、
ニューヨーク公共図書館蔵）

図 41 「TAKE KILL FRIDAY ― NO 
SEND FRIDAY AWAY.」（『The surprising 

adventures of Robinson Crusoe』、
ニューヨーク公共図書館蔵）
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様
を
十
九
世
紀
に
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ビ
ン
グ
（H

enry 

Stebbing, 1799

～1883

）
編
『T

he surprising adventures of Robinson 

Crusoe

』（
以
下
、
ス
テ
ビ
ン
グ
本
）
の
銅
版
挿
絵
に
見
出
し
た（

（5
（

。

ス
テ
ビ
ン
グ
本
は
、
遅
く
と
も
一
八
三
二
年
にJ.F. D

ove

か
ら
初
版
が
刊
行

さ
れ
、
一
八
三
八
年
にW

ebster &
 Geary Scott

か
ら
重
版
が
刊
行
さ
れ
た

経
緯
が
認
め
ら
れ
る
。
本
書
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
コ
ー
ボ
ー

ル
ド
（H

enry Corbould, 1787

～1844

）
原
画
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ー
ル
ズ

（Charles Rolls, 1799
～1885

）
版
刻
の
銅
版
挿
絵
を
二
十
二
枚
含
む
点
が
挙

げ
ら
れ
る（

（5
（

。

こ
の
銅
版
挿
絵
と
「
唐
土
廿
四
孝
」
揃
物
と
の
間
に
お
け
る
転
用
関
係
を
紹
介

し
な
が
ら
、
国
芳
の
作
画
意
識
や
工
夫
に
つ
い
て
比
較
を
通
じ
て
検
討
す
る
。

タ
．「
唐
土
廿
四
孝

剡
子
」
中
判
錦
絵
（
図
39
）

・【
原
図
Ⅰ
】：「"W

E FILLED
 O

U
R JA

RS, A
N

D
 FEA

ST
ED

 O
N

 

T
H

E H
A

RE W
E H

A
D

 K
ILLED

."

」（
図
40
）
…
ア
フ
リ
カ
へ
向
か
う
航
海

の
途
上
、
海
賊
に
襲
わ
れ
て
奴
隷
に
さ
れ
た
ク
ル
ー
ソ
ー
が
同
じ
く
奴
隷
の
少
年

ジ
ュ
ー
リ
ー
と
逃
亡
に
成
功
し
、陸
地
で
水
を
確
保
し
な
が
ら
生
活
を
共
に
す
る
。

・【
原
図
Ⅱ
】：「T

A
K

E K
ILL FRID

A
Y

 

― N
O

 SEN
D

 FRID
A

Y
 

A
W

A
Y

.

」（
図
41
）
…
ク
ル
ー
ソ
ー
に
恩
義
を
感
じ
て
い
る
フ
ラ
イ
デ
ー
が
、

召
使
と
し
て
の
立
場
を
お
役
御
免
と
な
る
こ
と
を
拒
み
、
こ
こ
で
主
従
関
係
を
解

消
さ
れ
る
く
ら
い
な
ら
ば
斧
で
打
ち
殺
し
て
欲
し
い
と
頼
む
。

二
枚
の
挿
絵
か
ら
図
様
を
採
り
合
わ
せ
る
。【
原
図
Ⅰ
】
か
ら
は
、
背
景
の
土

波
と
樹
木
を
借
用
す
る
。
さ
ら
に
、
地
面
に
腰
を
下
ろ
し
て
足
を
伸
ば
し
、
画
面

右
方
向
を
指
さ
す
ク
ル
ー
ソ
ー
の
姿
を
、
鹿
皮
を
被
る
剡
子
に
改
変
す
る
。【
原

図
Ⅱ
】
か
ら
は
、左
手
に
銃
を
持
ち
、直
立
し
て
フ
ラ
イ
デ
ー
を
見
下
ろ
す
ク
ル
ー

ソ
ー
の
姿
を
猟
師
に
転
用
す
る
。
彼
ら
の
ポ
ー
ズ
や
身
な
り
は
国
芳
に
と
っ
て
極

め
て
目
新
し
く
み
え
た
ら
し
く
、
原
図
の
図
様
を
可
能
な
限
り
生
か
そ
う
と
す
る

姿
勢
が
看
取
で
き
る
。

レ
．「
唐
土
廿
四
孝

張
孝
張
礼
」
中
判
錦
絵

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
図
42
）

・【
原
図
Ⅲ
】：「"H

E D
REW

 A
 H

A
T

CH
ET

 O
U

T
 O

F A
 FRO

G BELT
. 

A
N

D
 FELL U

PO
N

 T
H

E PO
O

R SA
V

A
GE."

」（
図
43
）
…
命
じ
ら
れ
た
仕

事
を
こ
な
さ
ず
、た
し
な
め
ら
れ
た
際
に
反
抗
的
な
態
度
を
見
せ
た
奴
隷
に
対
し
、

横
暴
な
性
格
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
男
が
激
怒
し
、
吊
革
か
ら
手
斧
を
抜
い
て
そ
の
奴

隷
を
殺
そ
う
と
し
た
。
居
合
わ
せ
た
ス
ペ
イ
ン
人
が
イ
ギ
リ
ス
人
を
宥
め
る
も
今

度
は
そ
の
ス
ペ
イ
ン
人
に
襲
い
掛
か
る
。

・【
原
図
Ⅳ
】：「"I A

SK
ED

 H
IM

 W
H

A
T

 H
E W

A
S, H

E A
N

SW
ERED

 

図 42 歌川国芳「唐土廿四孝 張孝張礼」
（慶應義塾図書館蔵）
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IN
 LA

T
IN

 CH
RIST

IA
N

U
S."

」（
図
44
）
…
ク
ル
ー
ソ
ー
が
蛮
人
の
一
団
に

捕
虜
に
さ
れ
て
い
た
男
を
助
け
出
す
。
彼
に
何
者
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ラ
テ
ン
語

で
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
答
え
た
。

本
揃
物
で
最
も
洋
風
趣
味
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。【
原

図
Ⅲ
】
よ
り
、
横
暴
な
イ
ギ
リ
ス
人
を
盗
賊
の
姿
に
、
奴
隷
と
ス
ペ
イ
ン
人
を
張

孝
張
礼
の
兄
弟
に
転
用
す
る
。
ま
た
、【
原
図
Ⅳ
】
か
ら
は
樹
木
の
葉
叢
を
借
用

す
る
。

ソ
．「
唐
土
廿
四
孝

陸
績
」
中
判
錦
絵

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
図
45
）

・【
原
図
Ⅴ
】：「"M

A
RY

, W
A

S T
H

E N
A

M
E, FO

R I W
A

S H
ER 

GO
D

FA
T

H
ER."

」（
図
46
）
…
結
婚
式
に
先
立
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た

ウ
ィ
ル
・
ア
ト
キ
ン
ズ
の
妻
に
若
い
司
祭
は
メ
ア
リ
と
い
う
洗
礼
名
を
授
け
た
。

メ
ア
リ
を
陸
績
に
、
若
い
司
祭
を
袁
術
に
転
用
す
る
。
母
の
好
物
で
あ
る
み
か

ん
を
懐
に
抱
え
る
陸
績
の
姿
と
、
陸
績
の
頭
に
手
を
の
せ
て
感
心
す
る
袁
術
の
姿

は
、
そ
の
場
の
厳
か
な
空
気
感
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
国
芳
は
原
図
に
描
か
れ
た
周

囲
の
人
物
は
取
り
除
き
、
こ
の
二
人
に
着
目
し
た
。
異
国
人
の
衣
服
を
中
国
風
に

変
え
、
女
性
を
童
子
の
姿
に
違
和
感
な
く
描
き
換
え
る
。

ツ
．「
唐
土
廿
四
孝

漢
文
帝
」
中
判
錦
絵

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
図
47
）

・【
原
図
Ⅵ
】：「"I T

O
O

K
 O

N
E H

U
N

D
RED

 O
F T

H
E M

O
ID

RES,

 A
N

D
 RET

U
RN

ED
 H

IM
 T

H
E REST

,"

」（
図
48
）
…
ク
ル
ー
ソ
ー
は
、

か
つ
て
自
身
を
ア
フ
リ
カ
沖
で
救
助
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
老
船
長
に
再
開
す
る
。

老
船
長
は
債
務
返
済
と
し
て
ク
ル
ー
ソ
ー
に
モ
イ
ド
ー
ル
金
貨
一
六
〇
枚
を
手
渡

す
が
、
そ
の
正
直
で
親
切
な
振
る
舞
い
に
感
動
し
た
ク
ル
ー
ソ
ー
は
百
枚
だ
け
受

け
取
り
、
残
り
を
返
却
し
た
。

図 43 「"HE DREW A HATCHET OUT OF A FROG 
BELT. AND FELL UPON THE POOR SAVAGE."」

（『The surprising adventures of Robinson Crusoe』、
ニューヨーク公共図書館蔵）

図 44 「"I ASKED HIM WHAT HE WAS, HE 
ANSWERED IN LATIN CHRISTIANUS."」
（『The surprising adventures of Robinson 

Crusoe』、ニューヨーク公共図書館蔵）
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・【
原
図
Ⅶ
】：「"T

H
E CA

PT
A

IN
 T

O
LD

 T
H

EM
 H

E W
O

U
LD

 

SPA
RE T

H
EIR LIV

ES."

」（
図
49
）
…
船
員
の
反
乱
に
よ
り
捕
虜
と
さ
れ

て
い
た
船
長
が
ク
ル
ー
ソ
ー
ら
に
救
出
さ
れ
、
攻
勢
に
転
じ
る
。
船
長
は
命
乞
い

を
す
る
謀
反
人
に
対
し
て
、「
自
ら
の
陰
謀
を
悔
や
み
、
船
を
取
り
戻
す
協
力
を

す
る
な
ら
ば
命
を
保
証
す
る
」
と
告
げ
る
。

【
原
図
Ⅵ
】
か
ら
は
壁
に
安
置
さ
れ
た
偶
像
、
天
幕
、
椅
子
を
転
用
す
る
。【
原

図
Ⅶ
】
か
ら
は
命
乞
い
す
る
男
の
姿
を
、母
に
奉
仕
す
る
文
帝
の
姿
に
改
変
す
る
。

ま
た
、
葉
叢
は
【
原
図
Ⅳ
】
を
参
考
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ネ
．「
唐
土
廿
四
孝

蔡
順
」
中
判
錦
絵

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
図
50
）

・【
原
図
Ⅷ
】：「"I T

O
O

K
 U

P A
 GREA

T
 FIREBRA

N
D

, A
N

D
 IN

 I 

RU
SH

ED
 A

GA
IN

."

」（
図
51
）
…
ク
ル
ー
ソ
ー
が
無
人
島
で
の
新
た
な
隠
れ
家

と
し
て
目
を
付
け
た
洞
窟
内
を
探
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
怪
し
げ
な
二
つ
の
目
玉

を
見
つ
け
、
ク
ル
ー
ソ
ー
は
驚
い
て
逃
げ
出
す
。
正
体
を
確
認
す
る
た
め
、
今
度

は
松
明
を
掲
げ
て
突
進
し
て
い
く
と
、そ
こ
に
は
老
い
た
牡
山
羊
の
姿
が
あ
っ
た
。

蔡
順
に
襲
い
か
か
ら
ん
と
す
る
赤
眉
賊
な
る
盗
賊
の
う
ち
、
奥
で
松
明
を
掲
げ

る
一
人
に
ク
ル
ー
ソ
ー
の
姿
を
転
用
す
る
。
そ
の
大
き
な
瞳
や
無
精
ひ
げ
は
印
象

的
で
、
不
気
味
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。

そ
の
ほ
か
、「
唐
土
廿
四
孝

黄
廷
堅
」（
図
52
）に
描
か
れ
る
召
使
は
、『
漂
流
記
』

の
挿
絵
「"O

N
E FED

 T
H

E SQ
U

IRE W
IT

H
 A

 SPO
O

N
, T

H
E O

T
H

ER 

H
ELD

 T
H

E D
ISH

."

」
の
皿
を
差
し
出
す
女
性
（
図
53
）
の
上
半
身
の
形
態
と

類
似
す
る
な
ど
、
部
分
的
に
借
用
し
た
と
思
わ
れ
る
図
様
は
複
数
確
認
さ
れ
る
。

図 45 歌川国芳「唐土廿四孝 陸績」
（慶應義塾図書館蔵）

図 46 「"MARY, WAS THE NAME, FOR I 
WAS HER GODFATHER."」（『The surprising 
adventures of Robinson Crusoe』、ニューヨーク

公共図書館蔵）



63

図 47 歌川国芳「唐土廿四孝 漢文帝」
（慶應義塾図書館蔵）

図 49 「"THE CAPTAIN TOLD THEM HE 
WOULD SPARE THEIR LIVES."」（『The 

surprising adventures of Robinson Crusoe』、
ニューヨーク公共図書館蔵）

図 48 「"I TOOK ONE HUNDRED OF THE 
MOIDRES, AND RETURNED HIM THE 
REST,"」（『The surprising adventures of 

Robinson Crusoe』、ニューヨーク公共図書館蔵）



64

図 50 歌川国芳「唐土廿四孝 蔡順」
（慶應義塾図書館蔵）

図 52 歌川国芳「唐土廿四孝 黄廷堅」
（慶應義塾図書館蔵）

図 51 「"I TOOK UP A GREAT FIREBRAND, 
AND IN I RUSHED AGAIN."」（『The 

surprising adventures of Robinson Crusoe』、
ニューヨーク公共図書館蔵）

図 53 「"ONE FED THE SQUIRE WITH A 
SPOON, THE OTHER HELD THE DISH."」
（『The surprising adventures of Robinson 

Crusoe』、ニューヨーク公共図書館蔵）
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国
芳
に
よ
る
図
様
転
用
の
手
法
を
み
る
と
、
周
到
に
細
部
の
修
正
や
構
成
の
改

変
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、「
唐
土
廿
四
孝

張
孝
張
礼
」
は
成
人

を
子
供
に
、
手
斧
を
刀
に
、
身
な
り
を
あ
か
ら
さ
ま
な
西
洋
風
に
大
胆
に
改
変
す

る
と
と
も
に
、
刀
の
持
ち
方
や
身
振
り
手
振
り
を
繊
細
に
整
え
、
画
題
に
沿
う
場

面
に
描
き
変
え
る
。
ま
た
、
原
図
の
人
物
配
置
を
最
大
限
生
か
し
な
が
ら
も
、
刀

の
先
端
部
分
か
ら
人
物
の
頭
部
を
斜
め
直
線
状
に
な
る
よ
う
に
微
妙
に
調
整
す
る

こ
と
で
、
よ
り
安
定
し
た
構
図
の
中
に
一
瞬
の
緊
迫
し
た
場
面
を
作
り
出
す
。

陰
影
表
現
に
目
を
向
け
る
と
、
樹
木
や
壁
、
地
面
を
除
き
、
多
く
は
墨
や
濃
色

の
重
ね
摺
り
を
主
体
と
す
る
。「
唐
土
廿
四
孝

陸
績
」
で
は
、
漢
服
な
ど
一
部

に
立
体
感
や
質
感
を
表
す
た
め
の
平
行
線
を
用
い
た
銅
版
画
風
の
陰
が
認
め
ら

れ
、
試
行
錯
誤
を
看
取
で
き
る
。
一
方
で
、
地
面
や
壁
に
落
ち
る
影
は
全
く
表
現

さ
れ
な
い
、
も
し
く
は
曖
昧
に
表
す
に
と
ど
ま
り
、
国
芳
の
西
洋
画
法
へ
の
理
解

や
作
画
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
『
漂
流
記
』
受
容
の
系
譜
の
中
で
本
事
例
の
位
置

付
け
を
試
み
た
い
。
洋
学
者
・
黒
田
麹
盧
（
一
八
二
七
～
九
二
）
が
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
に
蘭
訳
本
を
抄
訳
し
た
『
漂
荒
紀
事
』
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
国
学
者
・
横
山
保
三
（
由
清
、
一
八
二
六
～
七
九
）
が

翻
訳
し
、
洋
風
画
家
・
川
上
冬
崖
（
一
八
二
七
～
八
一
）
が
挿
絵
を
寄
せ
た
『
魯

敏
遜
漂
行
紀
略
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
一
方
の
『
漂
荒
紀
事
』
は
明
治
に
入
る
ま

で
出
版
に
至
ら
ず
、
写
本
と
し
て
流
布
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
が
所
蔵
す
る
四
種
の
『
漂
荒
紀
事
』
写
本
の
な
か
に
、
国
芳
が
参
照
し
た
銅

版
挿
絵
と
同
じ
挿
絵
の
模
写
を
含
む
一
冊
の
写
本
（
以
下
、
早
大
本
Ａ
）
が
存
在

す
る
点
で
あ
る
。
杉
本
お
さ
む
氏
は
同
挿
絵
模
写
（
図
54
～
59
）
に
つ
い
て
、
麹

盧
が
蘭
訳
本
か
ら
転
写
し
て
挿
入
し
た
、
あ
る
い
は
写
し
手
自
身
が
新
た
に
加
え

た
可
能
性
を
提
示
さ
れ
た（

（5
（

。
こ
れ
に
対
し
、
松
田
清
氏
は
『
漂
荒
紀
事
』
草
稿
を

も
と
に
麹
盧
が
参
照
し
た
蘭
訳
原
本
を
特
定
さ
れ
、
そ
こ
に
同
様
の
挿
絵
が
含
ま

れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
麹
盧
が
蘭
訳
本
か
ら
転
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
早
大

本
Ａ
の
写
し
手
が
「
子
供
版
画
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
な
ら
っ
た
資
料
か
ら
転
写
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
た（

（5
（

。

今
回
、
早
大
本
Ａ
の
挿
絵
模
写
の
典
拠
と
な
る
銅
版
挿
絵
が
判
明
し
た
こ
と
で

松
田
氏
の
説
が
概
ね
正
し
い
と
裏
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
早
大
本
Ａ
と
ス
テ
ビ

ン
グ
本
で
は
構
成
に
お
い
て
異
な
る
点
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
早
大
本
Ａ
に
は
ス

テ
ビ
ン
グ
本
に
は
含
ま
れ
な
い
円
形
二
重
枠
で
囲
ま
れ
た
挿
絵
模
写
（
図
54
）
を

図 54 『漂荒紀事』写本 口絵①
（早稲田大学図書館蔵）
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含
む
点
で
あ
る
。
こ
の
図
様
は
西
洋
で
出
版
さ
れ
た
複
数
の
『
漂
流
記
』
に
散
見

さ
れ
る
が
、
円
形
枠
で
囲
ま
れ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
も
う
ひ
と

つ
は
ス
テ
ビ
ン
グ
著
作
本
に
掲
載
さ
れ
た
全
二
十
二
図
の
う
ち
二
図
を
欠
く
点
で

あ
る
。
原
書
の
伝
来
に
際
し
て
物
理
的
に
欠
落
し
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
早

大
本
Ａ
と
全
く
同
様
の
挿
絵
構
成
に
よ
る
原
本
が
存
在
す
る
可
能
性
も
否
定
し
難

い
。早

大
本
Ａ
が
書
き
写
さ
れ
た
時
期
や
そ
の
原
書
の
特
定
な
ど
不
明
点
が
多
い
も

の
の
、江
戸
に
流
入
し
た
西
洋
銅
版
画
の
痕
跡
を
残
す
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
国
芳
が
麹
盧
の
翻
訳
を
通
じ
て
『
漂
流
記
』
の
内
容
を
理
解
し
、
図
様

を
選
定
し
た
可
能
性
を
秘
め
た
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
西
洋
諸
国

で
は
『
漂
流
記
』
が
少
年
少
女
向
け
の
読
み
物
と
し
て
親
し
ま
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

子
供
向
け
と
い
う
点
に
お
い
て
二
十
四
孝
説
話
と
親
和
性
が
あ
る
。
国
芳
が
こ
う

図 55 同 口絵②

図 57 同 口絵④ 図 56 同 口絵③
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し
た
事
情
を
承
知
の
上
、
意
図
的
に
『
漂
流
記
』
か
ら
図
様
を
転
用
し
た
可
能
性

が
あ
り
、「
唐
土
廿
四
孝
」
は
最
新
の
欧
米
文
学
翻
訳
の
成
果
を
反
映
し
た
稀
有

な
浮
世
絵
と
い
う
見
方
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

江
戸
の
一
般
大
衆
の
異
国
観
は
、
錦
絵
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
る
面
が
小

さ
く
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
源
泉
に
は
西
洋
銅
版
画
の
存
在
が
あ
っ
た
。
西

洋
銅
版
画
は
珍
重
さ
れ
、
流
派
や
師
系
の
垣
根
を
越
え
て
後
世
に
伝
来
し
た
こ
と

は
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』
の
受
容
事
例
か
ら
も
明
白
で
あ

る
。
歌
川
国
芳
も
ま
た
西
洋
銅
版
画
を
精
力
的
に
収
集
し
て
積
極
的
に
作
画
に
利

用
し
た
絵
師
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
亜
欧
堂
田
善
が
制
作
し
た
銅
版
画
を

含
ん
で
お
り
、先
人
の
西
洋
銅
版
画
受
容
の
か
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
。

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
と
「
唐
土
廿
四
孝
」
は
古
代
中
国
を
舞
台
と
し
た
二
十
四

孝
説
話
を
描
い
た
錦
絵
で
あ
る
が
、
天
保
の
改
革
と
い
う
出
版
統
制
下
で
他
と
差

別
化
を
図
る
べ
く
西
洋
銅
版
画
を
典
拠
と
し
た
異
国
描
写
を
盛
り
込
ん
だ
。

例
え
ば
、
国
芳
は
『
漂
流
記
』
銅
版
挿
絵
の
図
様
を
転
用
し
て
「
唐
土
廿
四
孝

張
孝
張
礼
」
を
描
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
絵
師
で
あ
る
国
芳
自
身
の
異
国
観
が

多
分
に
付
与
さ
れ
、
西
洋
銅
版
画
が
持
つ
本
来
の
異
国
描
写
と
は
か
け
離
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
言
わ
ば
創
作
さ
れ
た
異
国
描
写
は
門
人
の
異
国
観
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
落
合
芳
幾
は
「
五
ケ
国
於
岩
亀
楼
酒
盛
の
図
」（
万

延
元
年
〈
一
八
六
〇
〉）（
図
60
）
に
、
オ
ラ
ン
ダ
（
紅
毛
）、
イ
ギ
リ
ス
（
英
利

吉
）、ロ
シ
ア
（
お
ろ
し
や
）、フ
ラ
ン
ス
（
ふ
ら
ん
す
）、ア
メ
リ
カ
（
亜
米
利
加
）、

清
（
な
ん
き
ん
）
の
各
国
の
人
物
が
一
堂
に
会
す
る
酒
宴
場
面
を
描
い
た
。
多
く

の
人
物
図
様
を
師
で
あ
る
国
芳
が
描
い
た
「
唐
土
廿
四
孝
」
か
ら
転
用
し
、
清
人

図 59 同 口絵⑥ 図 58 同 口絵⑤
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は
「
張
孝
張
礼
」
の
刀
を
構
え
る
盗
賊
の
仕
草
を
典
拠
と
す
る
。
一
方
、
腰
掛
け

る
イ
ギ
リ
ス
人
は
仕
草
こ
そ
異
な
る
が
、
特
徴
的
な
容
姿
は
「
唐
土
廿
四
孝

剡

子
」
に
登
場
す
る
猟
師
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
る
。
す
な
わ
ち
、
芳
幾
は
こ
の
猟

師
の
典
拠
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り

つ
つ
、
国
芳
の
異
国
観
を
採
用
し
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
絵
師
は
西
洋
銅
版
画
か
ら
得
た
一
次
情
報
を
蓄
積
し
つ
つ
、
解
釈

や
意
図
を
織
り
交
ぜ
て
自
ら
の
異
国
観
を
練
り
上
げ
た
が
、
そ
の
観
念
を
も
と
に

表
現
し
た
「
異
国
」
は
も
は
や
真
実
と
は
程
遠
い
虚
構
世
界
で
あ
っ
た
。
後
を
受

け
た
絵
師
も
、
先
行
す
る
「
異
国
」
に
新
た
に
自
ら
の
異
国
観
を
付
加
す
る
こ
と

で
連
綿
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
塗
り
し
、
変
容
さ
せ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

享
受
す
る
一
般
大
衆
の
「
異
国
」
に
は
真
実
と
虚
構
が
混
在
し
、
そ
の
異
国
観
も

常
に
揺
れ
動
き
な
が
ら
紡
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

図 60 落合芳幾「五ケ国於岩亀楼酒盛の図」（早稲田大学図書館蔵）
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①
勝
盛
典
子
「
大
浪
か
ら
国
芳
へ
―
美
術
に
み
る
蘭
書
受
容
の
か
た
ち
」（『
神
戸
市
立

博
物
館
紀
要
』
一
六
、二
〇
〇
〇
）。
②
勝
原
良
太
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
国
芳
の
洋
風
版
画

と
蘭
書
『
東
西
海
陸
紀
行
』
の
図
像
」（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』

三
四
、二
〇
〇
七
）。

（
15
）
事
実
、
西
洋
書
物
の
伝
来
に
際
し
、
一
部
の
挿
絵
が
切
り
取
ら
れ
た
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
松
田
清
『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
）、
四
五
七
～

四
五
八
頁
。
ま
た
、『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
に
お
い
て
、「
手
筥
」
か
ら
「
西
洋
画
数
百

枚
」
を
取
り
出
し
た
と
い
う
書
き
ぶ
り
か
ら
推
測
す
る
と
、
冊
子
体
で
は
な
く
零
葉
あ
る

い
は
切
り
抜
き
で
所
持
し
て
い
た
銅
版
画
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）
『
当
代
全
盛
江
戸
高
名
細
見
（
江
戸
寿
那
古
細
撰
記
）』（
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
成

立
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
に
お
け
る
「
豊
国
に
か
ほ
／
国
芳
む
し
や
／
広
重
め
い
し

よ
」
と
い
う
記
述
の
こ
と
。

（
17
）
国
芳
の
略
伝
と
し
て
基
礎
と
し
た
資
料
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

①「
歌
川
国
芳
顕
彰
碑
」（
東
京
都
墨
田
区
向
島
・
三
囲
神
社
）原
文
は
前
掲
註（
11
）文
献
、

二
四
九
頁
を
参
照
し
、
執
筆
者
が
書
き
下
し
た
。

先
生
諱
は
国
芳
、
一
勇
斎
と
号
す
。
又
朝
桜
楼
主
人
と
号
す
。
井
草
氏
、
孫
三
郎
と
称
す
。

江
戸
の
人
、
寛
政
丁
巳
十
一
月
十
五
日
を
以
て
、
銀
街
第
一
坊
に
生
る
。
文
久
辛
酉
三
月

五
日
、
新
和
泉
街
に
没
す
。
享
歳
六
十
五
。
浅
草
八
軒
街
大
僊
寺
に
葬
る
。
考
柳
屋
吉
右

衛
門
。
妣
柏
谷
氏
。
先
生
幼
く
し
て
聡
慧
、
僅
七
八
歳
、
好
ん
で
絵
本
を
見
る
。
北
尾
重

政
画
く
所
の
武
者
鞋
二
巻
、
同
じ
く
政
美
諸
職
画
鑑
二
巻
を
愛
玩
す
。
頓
に
人
物
を
画
く

を
悟
る
。
十
二
歳
の
時
、
鍾
馗
劔
を
提
ぐ
る
の
図
を
画
く
。
其
状
貌
猛
壮
、
行
筆
秀
勁
、

老
成
者
の
如
し
。
是
の
時
に
当
り
、
一
陽
斎
歌
川
豊
国
、
所
謂
浮
世
絵
師
の
巨
擘
に
し
て

時
に
名
あ
り
。
嘗
て
此
の
図
を
見
て
、
竊
か
に
大
い
に
嘆
賞
す
る
。
以
て
得
易
か
ら
ざ
る

の
才
と
為
す
。
称
揚
特
に
厚
く
、
先
生
遂
に
之
が
弟
子
と
為
る
。
研
窮
年
有
り
。
是
よ
り

先
き
、
豊
国
之
門
に
、
国
政
、
国
長
、
国
満
、
国
安
、
国
丸
、
国
次
、
国
直
等
数
子
有
り
。

皆
絵
事
に
於
て
、
歌
川
氏
と
称
す
る
を
許
す
。
受
る
に
偏
名
国
の
字
を
以
て
す
。
是
に
於

て
歌
川
の
画
技
、都
鄙
に
伝
播
す
。
豊
国
既
に
歿
し
、数
子
前
後
相
継
ぐ
。
彫
落
殆
ど
尽
く
、

先
生
と
国
貞
と
は
、
美
を
済
し
名
の
斉
す
、
魯
の
霊
光
巍
然
長
く
存
す
る
が
若
く
、
其
業

雁
行
、
国
貞
閨
房
美
人
、
仕
女
婉
淑
の
像
に
巧
な
り
。
先
生
軍
陣
名
将
勇
士
奮
勇
の
図
に

長
じ
、
嬰
孩
と
雖
も
其
の
声
価
を
知
ら
ざ
る
者
無
し
。
先
生
斎
藤
氏
を
娶
り
、
二
女
を
生

む
。
長
名
は
鳥
、
早
世
。
次
名
は
吉
、
田
口
其
英
に
配
し
、
以
て
嗣
と
為
る
。
先
生
梅
屋

鶴
寿
と
情
交
尤
も
密
、
恰
も
兄
弟
の
如
し
。
鶴
寿
其
の
業
に
賛
成
す
る
こ
と
四
十
年
、
亦

た
一
日
の
如
し
。
真
に
友
と
謂
う
べ
し
。
今
茲
癸
酉
、
正
に
十
三
年
忌
辰
に
当
た
り
、
其

門
人
及
び
其
英
相
謀
り
て
追
薦
会
を
為
す
。
余
と
先
生
と
は
旧
有
る
を
以
て
、
碣
文
を
製

ら
ん
こ
と
を
請
う
。
而
し
て
墓
石
限
り
有
り
、嬭
縷
す
る
を
得
ず
。
余
の
識
る
所
を
以
て
、

其
の
責
を
塞
ぐ
と
云
う
。

註（
１
）
①
坂
本
篤
史
「
亜
欧
堂
田
善
の
西
洋
版
画
受
容
」（『
美
術
史
』
一
八
六
、二
〇
一
九
）。

②
同
「
亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画
受
容
の
手
法
と
特
色
―
《
ゼ
ル
マ
ニ
ヤ
廓
中
之
図
》

《
素
描
（
洋
人
）》
を
中
心
に
」（『D

N
P

文
化
振
興
財
団
学
術
研
究
助
成
紀
要
』
三
、

二
〇
二
〇
）。

（
２
）
一
六
九
九
年
版（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
・
州
立
図
書
館
蔵
）の
表
題
は
次
の
通
り
。

「CA
ST

ELLA
 &

 PRÆ
T

O
RIA

 N
O

BILIU
M

 BRA
BA

N
T

IÆ
, CO

EN
O

BIA
Q

U
E 

Celebriora, ad vivum
 delineata : in quatuor partes divisa: Com

plectentes 
A

grum
 LO

V
A

N
IEN

SEM
, BRU

X
ELLEN

SEM
, A

N
T

V
ERPIEN

SEM
 ET

 
SY

LV
Æ

 - D
U

CEN
SEM

. ; Cum
 brevi eorundem

 D
escriptione, &

 Gentilitiis 
T

oparcharum
 Insignibus. 

（
中
略
） EX

 M
U

SEO
 JA

CO
BI BA

RO
N

IS LE RO
Y

, 
&

 SA
CRI RO

M
A

N
I IM

PERII, T
oparchæ

 Sancti Lam
berti. 

（
後
略
）」

（
３
）
前
掲
註
（
１
）
論
文
①
。

（
４
）
拙
稿
「
亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画
に
関
す
る
諸
考
察
―
「
佃
浦
風
景
」、「
ゼ
ル
マ
ニ
ヤ
廓

中
之
図
」
を
中
心
に
―
」（『
日
本
近
世
美
術
研
究
』
三
、二
〇
二
〇
）。

（
５
）
こ
の
集
団
は『
東
西
海
陸
紀
行
』の
銅
版
挿
絵
を
典
拠
と
す
る
。
前
掲
註
四
論
文
、参
照
。

（
６
）
前
掲
註
（
１
）
論
文
①
、
三
八
八
頁
。

（
７
） 

「
北
岱

号
盈
斎

江
戸
川
石
切
橋
前

森
川

森
川
二
男
」（
瀬
川
富
三
郎
『
諸
家

人
名
江
戸
方
角
分
』（
文
化
十
四
～
十
五
年
〈
一
八
一
七
～
一
八
〉
序
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵
）。（
な
お
、
引
用
史
料
、
文
献
中
の
旧
字
お
よ
び
異
体
字
は
適
宜
常
用
漢
字
に
改
め
、

句
読
点
、
括
弧
を
補
っ
た
。
割
注
は
〔
〕
で
示
し
た
。
以
下
同
じ
。）

（
８
）
小
枝
繁
は
、
歠
醨
陳
人
、
絳
山
樵
夫
と
も
号
し
、
露
木
七
郎
次
と
称
し
た
。
文
化
年
間

に
読
本
を
中
心
に
多
く
手
掛
け
て
お
り
、
北
岱
が
画
を
担
っ
た
著
作
も
少
な
く
な
い
。
生

没
年
は
諸
説
あ
っ
て
判
然
と
し
な
い
。

（
９
）
鈴
木
重
三
「
近
世
小
説
の
造
本
美
術
と
そ
の
性
格
―
読
本
・
合
巻
の
挿
絵
・
表
紙
絵
を

中
心
に
」（『
絵
本
と
浮
世
絵
』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
）
に
お
い
て
、
洋
風
描
写
の
摂

取
の
一
事
例
と
し
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

（
10
）
詞
書
は
次
の
通
り
。「
朱
寿
昌
／
七
才
の
と
き
父
そ
の
母
を
離
別
し
て
新
に
婦
を
迎
へ

た
り
。
寿
昌
母
を
慕
ふ
こ
と
切
也
と
い
へ
ど
も
、
父
へ
の
無
礼
母
の
思
ハ
く
か
け
て
色
に

も
見
さ
ず
。
孝
養
し
て
年
月
を
送
り
、
又
十
年
を
経
て
父
母
没
し
け
れ
バ
、
実
の
母
を
索

ね
け
る
に
母
七
十
余
に
し
て
存
命
し
対
面
せ
り
と
な
ん
。」

（
11
）
鈴
木
重
三
『
国
芳
』（
平
凡
社
、
一
九
九
二
）。

（
12
）
横
田
洋
一
「
横
浜
浮
世
絵
と
そ
の
時
代
」（『
集
大
成

横
浜
浮
世
絵
』
有
隣
堂
、

一
九
七
九
）。

（
13
）
前
掲
註
（
12
）
論
文
。

（
14
） 

国
芳
の
『
東
西
海
陸
紀
行
』
の
利
用
は
次
の
論
考
に
詳
し
い
。
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明
治
六
年
癸
酉
十
月
、
友
人
東
條
信
耕
撰
。
萩
原
翬
書
幷
篆
額
。
宮
亀
年
鐫

（
執
筆
者
註
：
顕
彰
碑
裏
に
門
人
ら
の
名
を
刻
す
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。）

②
竜
田
舎
秋
錦
編
『
新
増
補
浮
世
絵
類
考
』（
慶
應
四
年
〈
一
八
六
八
〉
成
立
）（『
日
本

随
筆
大
成

第
二
期
第
十
一
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
、
所
載
。）

歌
川
国
芳

号
一
勇
斎
。
又
朝
桜
楼
、
江
戸
の
産
也
。
本
銀
町
二
丁
目
に
住
し
、
京
紺
屋
の
男
に
し
て
、

幼
年
の
頃
よ
り
上
絵
を
よ
く
し
、
浮
世
絵
を
好
む
が
故
に
豊
国
の
門
人
と
な
り
、
国
直
が

家
に
塾
生
の
如
く
居
て
、
板
刻
絵
を
学
び
た
る
故
に
、
国
芳
の
画
風
は
総
て
取
合
の
器
財

草
木
抔
も
、
国
直
が
筆
意
に
の
み
よ
り
て
画
し
が
、
後
は
紅
毛
画
の
趣
を
基
と
し
て
画
と

見
ゆ
。
北
斎
の
画
風
を
慕
ふ
は
、
国
直
が
画
風
に
よ
り
て
学
び
し
故
な
り
。
文
化
の
頃
紫

さ
ら
し
と
い
へ
る
本
三
冊
を
画
く
と
い
へ
ど
も
、
甚
だ
不
出
来
に
し
て
評
あ
し
か
り
し
ゆ

へ
、
錦
絵
の
板
下
を
頼
む
人
も
な
く
、
世
に
知
ら
れ
ざ
り
し
が
、
文
政
の
始
馬
喰
町
錦
集

堂
東
屋
大
助
と
い
へ
る
地
本
問
屋
に
て
、
平
知
盛
が
亡
霊
を
画
き
し
三
枚
つ
ゞ
き
の
錦
絵

出
板
す
。
同
じ
年
相
州
大
山
良
弁
が
滝
の
図
三
枚
続
の
錦
絵
出
板
、
皆
国
芳
に
画
が
ゝ
せ

た
り
し
に
、
皆
評
判
よ
く
、
其
後
銀
座
に
川
口
庄
蔵
、
又
日
本
橋
に
川
口
長
蔵
と
い
へ
る

絵
草
紙
問
屋
あ
り
て
、
役
者
似
顔
を
国
芳
に
画
が
ゝ
せ
板
刻
す
と
い
へ
ど
も
、
師
豊
国
又

は
国
貞
あ
る
が
故
に
、
人
み
な
国
芳
を
嫌
ふ
。
文
政
の
末
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
の
内
智
多

星
呉
用
、
九
紋
竜
史
進
、
行
者
武
松
、
黒
旋
風
李
逵
、
花
和
尚
魯
智
深
の
五
人
を
錦
絵
に

画
き
て
出
板
す
。〔
板
元
両
国
米
沢
町
加
賀
屋
吉
右
衛
門
〕。
大
い
に
行
れ
引
続
百
八
人
残

ら
ず
出
板
な
し
た
り
。〔
或
人
云
、
国
芳
が
水
滸
伝
の
一
枚
画
図
上
に
豪
傑
百
八
人
の
一

個
と
記
す
。
図
毎
に
し
か
り
。
半
を
画
し
頃
、
托
塔
天
王
鼎
蓋
を
画
き
て
も
又
か
く
の
如

く
、
終
に
其
絵
不
残
板
刻
終
り
百
九
人
と
な
れ
り
と
云
〕
夫
よ
り
錦
絵
草
双
紙
年
々
発
市

す
。
狂
画
は
九
徳
斎
春
英
が
画
風
を
学
び
一
家
の
風
を
な
す
。
画
く
所
故
人
の
規
則
を
放

れ
、
新
奇
の
工
夫
を
な
し
、
画
る
も
の
こ
と
〴
〵
く
珍
ら
し
け
れ
ば
、
天
保
よ
り
次
第
に

行
れ
て
、
浮
世
画
師
の
一
人
と
称
す
。
俗
称
井
草
孫
三
郎
〔
異
に
太
郎
左
衛
門
〕、
居
始

め
本
銀
町
二
丁
目
、
後
米
沢
町
又
新
和
泉
町
北
側
新
道
里
俗
玄
冶
店
に
移
り
、
文
久
元
酉

年
三
月
四
日
卒
す
。
六
十
五
歳
、
浅
草
新
寺
町
日
蓮
宗
大
仙
寺
に
葬
す
。

法
名

深
修
院
法
山
国
芳
信
士

③
飯
島
虚
心
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
一
）。

（
18
）
『
大
日
本
近
世
史
料

市
中
取
締
類
集
二
十
一
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
）
書

物
錦
絵
之
部

第
二
六
七
件
、
一
二
九
～
一
三
二
頁
。

新
和
泉
町
畫
師
國
芳
行
狀
等
風
聞
承
探
候
義
申
上
候
書
付

隠
密
廻

新
和
泉
町
畫
師
國
芳
義
、
浮
評
等
生
候
繪
類
板
下
認
候
旨
入
御
聴
、
同
人
平
日
之
行
狀
等

風
聞
承
探
可
申
上
旨
被
仰
渡
候
間
、
密
々
探
索
仕
候
風
聞
之
趣
、
左
ニ
申
上
候
、

新
和
泉
町
南
側

又
兵
衛
地
借

浮
世
畫
師
藝
名

歌
川
國
芳
事

孫
三
郎

五
十
六
才

妻

せ
ゐ

三
十
八
才

娘

と
り

十
五
才

よ
し

十
二
才

母

や
す

七
十
二
才

外
ニ
人
別
ニ
無
之
弟
子

三
四
人

右
國
芳
事
孫
三
郎
義
は
、
龜
戸
町
友
三
郎
地
借
、
浮
世
畫
師
、
藝
名
歌
川
豐
國
事
庄
藏
先

代
之
弟
子
ニ
て
、
歌
舞
妓
役
者
共
似
顔
板
下
重
も
之
稼
方
有
之
候
處
、
天
保
十
二
丑
年
以

来
、
繪
類
御
取
締
廉
々
之
内
遊
女
・
歌
舞
妓
役
者
似
顔
御
制
禁
之
御
沙
汰
ニ
付
、
武
者
・

女
繪
又
は
景
色
之
繪
類
類
等
板
元
注
文
受
候
得
共
、
右
繪
類
ニ
て
は
、
下
々
市
中
之
も
の

幷
在
方
商
ひ
高
格
別
ニ
相
減
候
故
、
國
芳
義
は
畫
才
有
之
者
ニ
付
、
奇
怪
之
圖
板
下
認
候

繪
類
賣
出
し
候
得
は
、
種
々
推
考
之
浮
評
を
生
候
よ
り
、
下
々
之
も
の
と
も
競
買
求
候
間
、

板
元
繪
双
紙
屋
共
格
別
之
利
潤
相
成
候
ニ
付
、
國
芳
え
注
文
致
シ
候
も
の
多
相
成
候
処
、

右
繪
類
之
内
ニ
は
浮
評
強
絶
板
い
た
し
候
へ
は
、
猶
望
候
も
の
多
相
成
、
内
々
摺
溜
置
候

繪
類
高
直
ニ
競
ひ
賣
買
い
た
し
候
人
氣
ニ
至
り
、
板
元
繪
双
帋
屋
共
存
外
之
利
潤
有
之
仕

癖
ニ
成
行
候
間
、
兎
角
異
様
之
繪
類
を
板
元
共
注
文
い
た
し
候
様
相
成
候
ニ
付
、
書
物
繪

双
帋
懸
名
主
共
踊
形
容
之
繪
柄
は
爲
賣
捌
、
此
踊
形
容
と
申
立
候
は
、
哥
舞
妓
役
者
共
狂

言
似
顔
之
圖
ニ
候
得
共
、
名
前
・
紋
所
を
不
印
賣
出
し
候
間
、
奇
怪
之
繪
柄
ハ
凡
相
止
候
、

然
處
、
踊
形
容
之
似
顔
繪
は
豐
國
筆
勢
勝
レ
候
ニ
付
、
國
芳
え
は
板
元
よ
り
之
注
文
相
減
、

又
通
例
之
武
者
繪
・
景
色
等
之
繪
類
ニ
て
は
商
ひ
薄
、
旁
國
芳
職
分
衰
候
ニ
付
、
圖
柄
工

風
い
た
し
繪
類
賣
出
し
候
へ
は
、
下
々
に
て
何
歟
推
考
之
浮
評
を
生
シ
候
よ
り
望
候
も
の

多
、
商
高
相
增
候
様
ニ
圖
取
い
た
し
候
て
、
職
分
衰
微
不
致
様
ニ
仕
成
し
候
由
、

一

浮
世
畫
師
は
惣
躰
職
人
氣
質
之
者
に
て
、
其
内
國
芳
義
は
弟
子
も
多
ク
、
當
時
は
重

立
候
も
の
ニ
候
得
共
、
風
俗
は
野
卑
ニ
相
見
、
活
達
之
氣
質
ニ
て
、
板
元
共
よ
り
注
文
受

候
砌
、
其
身
心
ニ
應
候
得
は
、
賃
銀
之
多
少
ニ
不
拘
受
合
、
又
不
伏
之
注
文
ニ
候
得
は
、

賃
銀
多
談
合
候
て
も
及
斷
、
欲
情
ニ
は
疎
キ
方
之
由
、
尤
、
圖
取
之
趣
向
等
國
芳
一
存
ニ

は
無
之
、
左
之
佐
七
え
相
談
い
た
し
候
由
、

神
田
佐
久
間
町
壹
町
目

喜
三
郎
店

明
葉
屋

左
七

此
も
の
は
狂
歌
を
好
、
狂
名
は
梅
の
家
と
申
候
由
、

右
佐
七
は
、
茶
番
或
は
祭
禮
踊
練
物
類
之
趣
向
功
者
之
由
、
同
人
は
國
芳
え
別
懇
ニ
い
た

し
候
間
、
同
人
義
板
元
よ
り
注
文
受
候
繪
類
、
圖
取
を
佐
七
え
相
談
い
た
し
候
間
、
浮
世

繪
好
候
も
の
は
、
圖
取
之
摸
様
に
て
推
考
之
浮
評
を
生
し
候
由
、

一

國
芳
居
宅
は
、
新
和
泉
町
新
道
間
口
二
間
半
・
奥
行
六
間
、
自
分
家
作
ニ
住
居
、
家

内
八
九
人
程
之
暮
方
ニ
付
、
妻
子
ハ
相
應
之
衣
類
も
着
候
得
共
、
其
身
ハ
着
替
衣
類
等
之

貯
も
薄
、
注
文
受
候
畫
類
賃
錢
相
應
ニ
受
取
候
得
共
、
弟
子
共
之
内
え
も
配
當
い
た
し
、
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甚
希
に
し
て
旗
崎
鼎
〔
長
崎
訳
官
〕
等
に
就
て
請
求
む
れ
ど
も
、大
抵
古
の
銅
版
類
な
り
。

後
ち
石
版
の
画
舶
来
す
る
も
の
を
得
て
、
愈
々
西
洋
画
技
の
絶
妙
を
称
歎
し
、
其
意
致
を

倣
ふ
。」（
鈴
木
清
節
編
『
崋
山
全
集

全
』
崋
山
叢
書
出
版
会
、一
九
四
一
、三
一
九
頁
）。

（
29
） 

悳
俊
彦
『
国
芳
の
絵
本

二
』
解
説
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
九
）。

（
30
）
①
鈴
木
重
三
「
風
景
画
小
史
」（『
原
色
日
本
の
美
術
一
八

風
景
画
と
浮
世
絵
師
』

小
学
館
、
一
九
七
一
）。
②
同
「
国
芳
の
奇
想
」（『
絵
本
と
浮
世
絵
』
美
術
出
版
社
、

一
九
七
九
）。

（
31
）
前
田
詩
織

展
覧
会
図
録
『
歌
川
国
芳

木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
』
作
品
解
説
（
中

山
道
広
重
美
術
館
、
二
〇
一
九
）。

（
32
）
五
重
塔
上
空
に
た
な
び
く
雲
も
銅
版
画
の
影
響
を
受
け
た
表
現
と
い
え
る
。

（
33
）
「
合
巻
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
と
歌
川
国
芳
」（『
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
』
三
、

二
〇
〇
六
）。

（
34
）
①
鈴
木
氏
前
掲
註
（
11
）
文
献
。
②
岡
泰
正
「
歌
川
国
芳
の
洋
風
表
現
の
受
容
に
つ
い

て
―
玄
々
堂
の
銅
版
画
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
闘
図
集
―
」（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
『
紅
毛

文
化
』
二
、一
九
八
六
）。
③
府
中
市
美
術
館
編
『
歌
川
国
芳

21
世
紀
の
絵
画
力
』
解
説

（
講
談
社
、
二
〇
一
七
）、
な
ど
。

（
35
）
前
掲
註
（
14
）
勝
盛
氏
論
文
。

（
36
）
前
掲
註
（
14
）
勝
原
氏
論
文
。

（
37
）
本
稿
で
い
う
「
唐
土
廿
四
孝
」
は
中
判
の
揃
物
を
指
す
。
本
揃
物
と
は
別
に
同
名
を
冠

し
た
大
判
の
揃
物
が
存
在
す
る
が
、
相
対
的
に
比
較
す
る
と
洋
風
表
現
へ
の
こ
だ
わ
り
は

薄
い
。

（
38
）
小
島
烏
水
「
国
芳
の
二
十
四
孝
」（『
浮
世
絵
』
二
六
、浮
世
絵
社
、一
九
一
七
）、四
頁
。

（
39
）
詞
書
は
以
下
の
通
り
。「
張
孝
張
禮
／
兄
弟
之
幼
く
し
て
母
に
仕
ふ
。
家
極
め
て
貧（
し
）

く
、
山
に
入
り
、
木
の
実
を
拾
ひ
て
食
に
充
（
つ
）。
一
時
大
勢
の
賊
来
（
た
）
り
。
二

人
を
殺
さ
ん
と
い
ふ
。
両
人
仛
（
＝
侘
）
て
曰
（
く
）、
吾
ゝ
こ
ゝ
に
死
な
バ
母
飢
に
臨

む
べ
し
。
此
食
物
を
與
え
、
後
来
つ
て
快
く
殺
さ
れ
ん
と
い
ふ
。
賊
こ
れ
を
感
じ
て
両
人

を
許
し
、
米
銭
を
與
え
し
と
ぞ
。」

（
40
）
詞
書
は
以
下
の
通
り
。「
刻
（
＝
剡
）
子
／
父
母
年
老
（
ひ
）
て
眼
を
わ
づ
ら
ひ
、
さ

ま
〴
〵
に
す
れ
ど
も
治
ら
ず
。
鹿
の
乳
を
用
れ
バ
治
す
と
聞
（
く
）。
山
中
に
入
（
り
）、

鹿
の
乳
を
も
と
め
け
れ
ど
得
ず
。
一
人
の
猟
夫
是
を
射
ん
と
す
。
刻
（
＝
剡
）
子
聲
を
掛

て
仛
（
＝
侘
）
け
れ
バ
、
そ
の
孝
を
感
じ
、
鹿
の
乳
を
與
へ
け
る
と
な
ん
。」

（
41
）
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
出
版
さ
れ
た
「
大
舜
」、「
孟
宗
」、「
郭
巨
」、「
楊
香
」、

「
曽
参
」、「
董
永
」、「
王
裒
」、「
呉
猛
」、「
姜
詩
」、「
唐
夫
人
」、「
老
来
子
」、「
閔
子
騫
」、

「
王
祥
」、「
陸
績
」、「
剡
子
」
の
十
五
図
に
、「
朱
寿
昌
」
と
「
張
孝
張
礼
」
の
版
下
絵
二

図
を
加
え
た
合
計
十
七
図
で
あ
る
。

（
42
）
「
医
範
提
綱
内
象
銅
版
図
」
の
扉
絵
は
、
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
（Steven Blankaart, 

其
上
欲
情
に
は
疎
キ
方
ニ
て
暮
方
等
ニ
は
無
頓
着
、
借
財
等
も
有
之
候
者
之
由
、
且
、
前

書
佐
七
義
、
當
六
月
廿
四
日
、
下
柳
原
同
朋
町
續
新
地
家
主
、
料
理
茶
屋
河
内
屋
半
三
郎

方
借
受
、
雅
友
共
書
畫
會
催
候
節
、
國
芳
義
同
所
へ
参
り
、
疊
三
十
疊
敷
程
之
紙
中
え
、

水
滸
傳
之
人
物
壹
人
み
ご
筆
ニ
て
大
圖
ニ
認
、
隈
取
ニ
至
り
手
拭
え
墨
を
浸
シ
隈
取
い
た

し
候
得
共
、
紙
中
場
廣
に
て
手
間
取
候
迚
、
着
用
之
單
物
を
脱
墨
を
浸
、
裸
ニ
て
紙
中
之

隈
取
い
た
し
候
間
、
座
興
ニ
も
相
成
、
職
人
之
内
に
て
は
、
下
俗
之
通
言
き
お
ひ
も
の
杯

と
申
唱
候
由
、（
後
略
）

（
19
）
阿
部
弘
蔵
「
容
齋
国
芳
二
画
家
の
逸
事
」（『
絵
画
叢
誌
』
二
五
、一
八
八
九
）。

（
20
）
「
国
芳
の
一
ッ
家
（
落
合
芳
幾
翁
の
話
）」（『
美
術
評
論
』
二
一
、一
八
九
九
）。

（
21
）
飯
塚
虚
心
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
一
）。

（
22
）
仁
科
又
亮「
歌
川
国
芳
と
写
真
師
の
始
祖
鵜
飼
玉
川
」第
一
部
・
第
二
部（『
季
刊
浮
世
絵
』

三
九
・
四
〇
、一
九
六
九
・
七
〇
）。

（
23
）
『
広
益
諸
家
人
名
録
』二
集（
天
保
十
三
年〈
一
八
四
二
〉刊

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）。

こ
れ
以
降
の
人
名
録
に
み
ら
れ
る
記
載
は
次
の
通
り
。

①
「
雑
学

玉
川

名
三
治
字
三
字
／
本
郷
金
助
町

玉
川
三
治
」（『
安
政
文
雅
人
名
録
』

（
安
政
七
年
〈
一
八
六
〇
〉
刊

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
））。

②
「
雑
学

玉
川

名
三
治
字
三
字
／
両
国
薬
研
堀

玉
川
三
治
」（『
文
久
文
雅
人
名
録
』

（
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
刊

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
））。

（
24
）
「
玉
川
翁
墓
碑
銘
」（
東
京
都
台
東
区
谷
中
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
市
川
任
三
「
東
都

両
国
薬
研
堀
写
真
師
鵜
飼
玉
川
小
記
」（『
立
正
大
学
教
養
部
紀
要
』
二
二
、一
九
八
八
）、

参
照
。

（
前
略
）翁
ノ
性
古
ヲ
好
ミ
、博
聞
強
記
ニ
シ
テ
鑒
賞
ニ
精
シ
。凡
ソ
鍾
鼎
彝
器
、金
石
書
画
、

及
ビ
官
窯
ノ
磁
器
、
前
代
ノ
髹
具
ノ
属
、
其
ノ
意
ニ
適
ス
ル
者
有
ラ
バ
、
嚢
槖
ヲ
傾
ク
ト

難
モ
、
少
シ
モ
吝
マ
ズ
、
家
道
是
レ
ヲ
以
テ
落
ツ
ル
モ
顧
ミ
ザ
ル
ナ
リ
。
曠
達
雅
懐
、
酒

ヲ
嗜
ム
モ
多
ク
ハ
飲
マ
ズ
。
少
壮
ニ
シ
テ
広
ク
都
下
ノ
名
流
ト
交
ハ
ル
。
谷
文
晁
、
市
川

米
庵
、
渡
辺
崋
山
、
椿
椿
山
ハ
尤
モ
親
善
タ
リ
。
文
晁
ハ
平
生
ヨ
リ
鑑
賞
ヲ
以
テ
自
負
ス

ル
モ
、
毎
ニ
翁
ノ
説
ヲ
聴
キ
テ
其
ノ
精
確
ニ
服
セ
リ
。（
後
略
）

（
25
）
石
川
大
浪
筆
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
」（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）
に
は
、文
晁
の
識
語
「
大

御
番
石
川
七
左
衛
門
号
大
浪
善
画
墨
然
又
工
／
写
泰
西
画
法
友
弟
谷
文
晁
記
時
文
政
戊
寅

／
七
月
廿
日
」
が
付
さ
れ
る
。
前
掲
註
（
14
）
勝
盛
氏
論
文
、
参
照
。

（
26
）
エ
リ
ア
ス
・
ベ
ッ
ク
（Elias baeck, 1679

～1747

）
は
、
ド
イ
ツ
・
ア
ウ
グ
ス
ブ

ル
グ
出
身
の
銅
版
画
家
で
「
ヘ
ル
デ
ン
ム
ー
ス
」
と
称
し
た
。

（
27
）
間
接
的
な
接
触
を
暗
示
す
る
資
料
と
し
て
は
、
文
晁
や
国
芳
が
挿
絵
（
摺
物
）
を
寄
せ

た
「
関
屋
里
元
追
善
集
」（
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉、足
立
区
郷
土
博
物
館
寄
託
）
が
あ
る
。

（
28
）
三
宅
友
信
『
崋
山
先
生
略
伝
』
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
先
生
常
に
西
洋
の
画
に
心

酔
し
、
片
紙
断
冊
の
画
と
雖
も
、
必
ず
銭
を
惜
ま
ず
購
索
す
。
然
ど
も
当
時
都
下
に
洋
画



72

1650

～1702

）
著
『
新
訂
解
剖
学
』（
一
六
九
六
年
刊
）
を
典
拠
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
芳
幾
が
原
書
を
参
照
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
流
通
量
の
多
い
「
医
範
提

綱
内
象
銅
版
図
」
を
参
照
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
芳
幾
は
同
図
様
を
「
外
国

人
物
図
画

紅
毛

魯
西
亜

亜
米
利
加
女
人

亜
米
利
加
」（
文
久
元
年
〈
一
八
六
一
〉

刊
）
に
て
魯
西
亜
人
の
姿
に
転
用
す
る
。

（
43
）
『
大
国
初
夢
話
』
巻
四
（
天
保
十
六
年
〈
一
八
四
五
〉
刊
）
に
も
以
下
の
よ
う
な
広
告

が
載
る
。「
二
十
四
孝
童
子
鑑
／
一
勇
齋
圀
芳
筆
／
小
傳
を
く
わ
へ
し
錦
絵
に
て
お
子
さ

ま
が
た
へ
の
お
ミ
や
げ
是
に
過
た
る
物
ハ
な
し
。
御
望
ミ
に
候
へ
ば
折
本
ニ
仕
立
さ
し
上

申
候
。」。

（
44
）
嘉
永
六
年
に
出
版
さ
れ
た
「
剡
子
」、「
朱
寿
昌
」、「
張
孝
張
礼
」
に
は
名
主
双
印
と
年

月
印
が
認
め
ら
れ
る
が
、
先
行
す
る
十
四
図
に
は
こ
れ
ら
が
な
く
、
若
狭
屋
与
市
の
版
元

印
の
形
状
も
異
な
る
。

（
45
）
「
唐
土
廿
四
孝
」
は
次
の
二
十
四
枚
で
構
成
さ
れ
る
。「
大
舜
」、「
漢
文
帝
」、「
孟
宗
」、

「
郭
巨
」、「
楊
香
」、「
曽
参
」、「
董
永
」、「
王
裒
」、「
呉
猛
」、「
姜
詩
」、「
朱
寿
昌
」、「
丁

蘭
」、「
唐
夫
人
」、「
老
来
子
」、「
閔
子
騫
」、「
剡
子
」、「
黄
香
」、「
瘦
黙
婁
」、「
蔡
順
」、

「
王
祥
」、「
黄
廷
堅
」、「
張
孝
張
礼
」、「
陸
績
」。

た
だ
し
、「
楊
香
」
の
初
摺
に
は
「
江
革
」
の
詞
書
が
誤
っ
て
付
さ
れ
て
お
り
、
出
版
後

に
版
木
に
埋
め
木
を
し
て
「
楊
香
」
の
詞
書
に
修
正
し
た
痕
跡
を
勝
原
氏
は
指
摘
さ
れ
た
。

勝
原
良
太
「
国
芳
画
「
唐
土
廿
四
孝
」
の
「
大
舜
」「
董
永
」「
楊
香
」
に
つ
い
て
」（
江

戸
錦
絵
香
津
原
『
浮
世
絵
春
秋
』
第
二
期
第
四
号
、
二
〇
〇
九
）。

（
46
）
木
佐
敬
久
「
十
二
の
ペ
ア
を
推
理
す
る
―
国
芳
「
唐
土
廿
四
考
」
の
制
作
過
程
に
つ
い

て
―
」（『
日
本
研
究
』
四
〇
、二
〇
〇
九
）。

（
47
）
鈴
木
重
三
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。
前
掲
註
（
11
）
文
献
、
参
照
。

（
48
）
天
保
改
革
と
浮
世
絵
の
出
版
事
情
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
に
詳
し
い
。

・
南
和
男
「
天
保
改
革
と
浮
世
絵
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
七
五
巻
第
一
〇
号
、

一
九
七
四
）。

（
49
）
『
江
戸
町
触
集
成

第
十
四
巻
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
）
天
保
十
三
年

一
三
六
四
三
、一
二
八
～
一
三
〇
頁
。

絵
草
紙
掛
り
／
名
主
共

錦
絵
と
唱
、
歌
舞
伎
役
者
遊
女
女
芸
者
等
を
壱
枚
摺
ニ
致
候
義
、
風
俗
ニ
拘
り
候
筋
ニ
付
、

以
来
開
板
は
勿
論
、
是
迄
仕
入
置
候
分
共
決
而
売
買
致
間
鋪
、
其
外
近
来
合
巻
と
唱
候
絵

草
紙
之
類
、
絵
柄
等
格
別
入
組
、
重
モ
ニ
役
者
之
似
顔
狂
言
之
趣
向
等
ニ
書
綴
、
其
上
表

紙
上
包
等
江
彩
色
を
相
用
ひ
、
無
益
之
儀
ニ
手
数
を
懸
ケ
、
高
直
ニ
売
出
候
段
如
何
之
儀

ニ
付
、
是
又
仕
入
置
候
分
共
決
而
売
買
致
間
敷
候
、
向
後
似
顔
又
は
狂
言
之
趣
向
等
は
相

止
、
忠
孝
貞
節
を
元
立
ニ
致
、
児
女
勧
善
之
た
め
ニ
相
成
候
様
急
度
相
改
、
尤
表
紙
上
包

等
ニ
彩
色
相
用
ひ
候
義
は
堅
く
可
致
無
用
候
、
尤
新
板
出
来
之
節
は
町
年
寄
館
市
右
衛
門

方
江
差
出
、
改
請
可
申
候
右
之
通
被
仰
渡
奉
畏
候
、
仍
如
件

天
保
十
三
寅
年
六
月
四
日
（
後
略
）

（
50
）
江
村
北
海
撰
『
授
業
編
』
巻
之
一
（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
刊
、
京
都
大
学
附
属
図

書
館
蔵
）。

（
51
）
全
文
は
以
下
の
通
り
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本
（
新
日

本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100275559

」）

を
参
照
し
た
。

漢
土
廿
四
孝
圖
會
序

古
文
曰
孝
終
始
者
弌
勇
斎
水
滸

傳
英
雄
莊
歳
躰
毀
傷
破
孝
之
罪

當
此
二
十
有
四
漢
土
之
図
和
蘭

肉
彩
画
丹
青
孝
子
翫
而
至
善
之

童
兒
為
坐
右
画
工
之
喜
祝
版
原

金
鼎
湯
之
思
既
孝
貧
起
富
納
希

洛
陽

無
茶
道
人

（
52
）
嘉
永
六
癸
丑
年
七
月
「
浮
世
又
平
大
津
絵
の
は
ん
じ
も
の
、一
勇
斎
国
芳
筆
を
ふ
る
ひ
、

大
評
判
に
預
り
ま
し
た
る
次
第
を
御
ろ
う
じ
ろ
。
右
は
此
節
、異
国
船
浦
賀
渡
来
之
騒
動
、

其
上
ニ
御
他
界
の
混
雑
被
持
込
、
世
上
物
騒
、
右
一
件
を
書
候
ニ
は
有
之
間
敷
候
得
共
、

当
時
世
上
人
気
悪
敷
、
上
を
敬
ふ
事
を
不
知
、
そ
し
り
侮
り
、
下
を
し
て
、
か
ミ
の
愁
ひ

を
喜
ぶ
ご
と
き
や
か
ら
多
き
所
ニ
、
恐
多
き
御
方
ニ
引
当
、
種
々
様
々
ニ
評
を
附
、
判
段

断
致
申
候
ニ
付
、
如
斯
大
評
判
ニ
相
成
候
。（
後
略
）」（『
近
世
庶
民
生
活
史
料

藤
岡
屋

日
記
第
五
巻
』、
三
一
書
房
、
一
九
八
九
）、
三
五
二
頁
。

（
53
）
坂
本
満
「
異
国
趣
味
と
し
て
の
洋
風
画
法
―
国
芳
の
場
合
」（
町
田
市
立
国
際
版
画
美

術
館
編
『
唐
土
廿
四
孝

歌
川
国
芳
』、
一
九
九
一
）。

（
54
）
本
稿
で
は
一
八
三
八
年
版
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
蔵
）
を
参
照
し
た
。
タ
イ
ト

ル
ペ
ー
ジ
表
記
は
次
の
通
り
。
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RPRISIN

G A
D

V
EN

T
U

RES O
F RO

BIN
SO

N
 CRU

SO
E; W

IT
H

 22 
PLA

T
ES; &

 A
 LIFE O

F T
H

E A
U

T
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R
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R
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A
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ERH

O
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」

（
55
）
本
書
の
銅
版
挿
絵
の
一
部
は
、
ロ
ン
ド
ン
のT

. H
ughes

よ
り
出
版
さ
れ
た
一
八
二
四

年
版
に
す
で
に
確
認
さ
れ
る
。
原
版
が
再
利
用
さ
れ
た
か
、転
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
表
記
は
次
の
通
り
。（
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
図
書
館
本
を
参
照
。）

「LIF
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N
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O
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ISIN

G
 A

D
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E
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T
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R
E

S O
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O

B
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SO
N
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R
U

SO
E
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H
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E

D
 E
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H
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N
D

 T
W
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N

T
Y

 
Y

EA
RS IN

 A
N

 U
N

IN
H

A
BIT

ED
 ISLA

N
D

, O
n the Coast of A

m
erica, near 
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【
附
記
】
図
版
利
用
に
際
し
、
所
蔵
者
の
皆
様
よ
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
稿
に

あ
た
り
本
誌
査
読
者
、
編
集
者
か
ら
は
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
各
位
に
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

the M
outh of the great River O

roonoko. W
IT

H
 A

N
 A

CCO
U

N
T

 O
F H

IS 
D

ELIV
ERA

N
GE; A

N
D

 H
IS A

FT
ER SU

RPRISIN
G A

D
V

EN
T

U
RES. A

 N
ew

 
Edition com

plete in O
ne V

olum
e; w

ith a H
andsom

e Engraved Frontispiece. 
LO

N
D

O
N

: PRIN
T

ED
 FO

R T
.H

U
GH

ES, LU
D

GA
T

E ST
REET

. 1824.

」

（
56
）
杉
本
つ
と
む
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
漂
荒
紀
事
』（
写
本
）
の
検
討
―
書
誌
的
な

点
を
主
と
し
て
―
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
二
二
・
二
三
合
併
号
、
一
九
八
三
）

で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
な
お
、
早
大
本
Ａ
の
請
求
記
号
は
「
ヘ
２
２

０
６
６
０
７
」。

（
57
）
平
田
守
衛
編
『
黒
田
麹
廬
と
『
漂
荒
紀
事
』
第
一
巻

黒
田
麹
廬
の
業
績
と
『
漂
荒
紀

事
』』（
京
都
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
）、
一
四
二
頁
。

【
図
版
出
典
】

図
１
、３
、８
、23
、25
、27
、29
：
須
賀
川
市
立
博
物
館
提
供

図
２
、
４
、
５
、
７
、
９
、
10
、
12
、
14
、
16
、
18
、
19
：
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
・
州
立
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「https://sam

m
lungen.ulb.uni-m

uenster.de

」

図
６
、
35
：
執
筆
者
撮
影

図
11
：
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
提
供

図
13
、
34
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「https://w
w

w
.m

etm
useum

.org/art/collection
」

図
15
、
28
：
鈴
木
重
三
『
国
芳
』（
平
凡
社
、
一
九
九
一
）
所
収

図
17
、
20
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「https://dl.ndl.go.jp

」

図
21
：
中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊

美
術
書
集
一
』（
大
東
急
記
念
文

庫
／
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
）
所
収

図
22
、
38
、
60
：
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「https://w
w

w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/

」

図
24
、
26
：
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
チ
「https://collections.m

fa.org
」

図
30
：
イ
ェ
ー
ル
英
国
芸
術
セ
ン
タ
ー
（Y

ale Center for British A
rt

）
提
供

図
31
、
33
：
オ
ラ
ン
ダ
国
立
世
界
文
化
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「https://collectie.w
ereldculturen.nl

」

図
32
、
39
、
42
、
45
、
47
、
50
、
52
：
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
「https://dcollections.lib.keio.ac.jp

」

図
36
：
千
葉
市
美
術
館
提
供 

図
37
：
京
都
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

「https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp

」

図
40
、
41
、
43
、
44
、
46
、
48
、
49
、
51
、
53
：
ハ
ー
テ
ィ
ト
ラ
ス
ト
・
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
「https://w

w
w

.hathitrust.org

」

図
54
～
59
：
早
稲
田
大
学
図
書
館
提
供
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【
査
読
総
評
】（
五
十
音
順
）

・
歌
川
国
芳
の
銅
版
画
受
容
に
つ
い
て
は
、す
で
に
勝
盛
典
子
氏
ら
に
よ
り
ニ
ュ
ー

ホ
フ
『
東
西
海
陸
紀
行
』
な
ど
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
ロ
ア
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』
か
ら
の
影
響

な
ど
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
亜
欧
堂
田
善
や
他
の
浮

世
絵
師
た
ち
に
見
ら
れ
る
影
響
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
広
い
視
野
で
同
時
代
の
銅

版
画
受
容
を
考
察
し
て
い
る
点
も
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
図
像
の
継
承
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
国
芳
の
作
画
姿
勢
に
つ
い
て
研
究
す
る
う
え
で
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
単
に
図
像
を
拝
借
し
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
ど
の
よ
う

に
原
図
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
か
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
絵
師
の
作
画
姿
勢
が
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
研
究
者
た
ち
が
、
こ
の
よ
う

な
図
像
の
継
承
事
例
を
多
く
共
有
す
る
こ
と
で
、
絵
師
の
本
質
に
迫
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
膨
大
な
量
の
挿
絵
と
作
品
を
比
較
す
る
と
い
う
、

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
調
査
に
よ
る
成
果
で
あ
る
点
も
併
せ
て
評
価
し
た
い
。

（
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

学
芸
主
事

秋
田
達
也
）

・
本
論
考
は
江
戸
時
代
の
大
衆
が
持
っ
た
異
国
観
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
う
問
題
意
識
に
立
脚
し
た
う
え
で
、
歌
川
国
芳
の
版
画
作
品
に
影
響
を
与
え

た
西
洋
銅
版
画
お
よ
び
そ
の
類
縁
作
品
を
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
博
捜
し

考
察
を
深
め
た
労
作
で
あ
る
。
本
誌
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
「
亜
欧
堂
田
善

の
銅
版
画
に
関
す
る
諸
考
察
」
に
お
い
て
、
既
に
探
究
力
の
高
さ
と
深
い
観
察
眼

と
洞
察
力
、
絵
画
史
以
外
の
他
分
野
に
も
わ
た
る
課
題
を
的
確
に
解
決
し
て
い
く

姿
勢
を
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
本
論
考
に
あ
っ
て
も
同
様
で
、
新
た
な
典
拠

の
提
示
の
み
な
ら
ず
各
章
ご
と
に
新
知
見
と
そ
れ
に
基
づ
く
考
察
が
示
さ
れ
て
お

り
、
本
論
考
筆
者
の
優
れ
た
能
力
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
中
国

故
事
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
登
場
人
物
を
洋
装
と
し
た
国
芳
の
意
図
、
国
芳
が
採

ら
な
か
っ
た
西
洋
銅
版
画
に
お
け
る
表
現
へ
の
考
察
な
ど
本
課
題
に
連
な
る
事
項

の
解
明
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
国
芳
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
江
戸
時
代
に
お
け
る
西
洋

絵
画
の
受
容
や
文
化
交
流
史
研
究
へ
大
き
な
寄
与
を
す
る
と
確
信
す
る
。
よ
っ
て

今
後
の
研
究
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
大
阪
歴
史
博
物
館

学
芸
員

岩
佐
伸
一
）

・「
江
戸
後
期
の
庶
民
が
抱
い
た
異
国
観
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
」
と
の
問
題
意
識
の
も
と
、
西
洋
銅
版
画
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し

た
第
二
弾
で
あ
る
。「
亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画
に
関
す
る
諸
考
察
」
で
は
銅
版
画

家
の
田
善
に
着
目
し
、
作
品
に
摂
取
す
る
う
え
で
の
典
拠
を
博
捜
し
た
が
、
同
様

の
手
法
で
主
に
浮
世
絵
師
の
歌
川
国
芳
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
田
善
作
品

の
ほ
か
、『
古
乃
花
双
紙
』
に
お
け
る
葛
飾
北
岱
の
口
絵
、
歌
川
国
芳
の
「
二
十
四

孝
童
子
鑑
」
下
絵
と
「
和
漢
準
源
氏
」、
さ
ら
に
そ
の
門
人
で
あ
る
歌
川
国
員
の

「
華
盛
頓
府
之
景
」
に
み
る
建
物
や
人
物
が
、
十
七
世
紀
後
半
刊
行
の
ル
・
ロ
ア

著
『
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
名
高
き
城
館
と
修
道
院
』
か
ら
図
取
り
し
て
描
い
た
と
指
摘

し
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
一
方
、
国
芳
作
品
に
つ
い
て

は
、
田
善
の
「
大
日
本
金
龍
山
之
図
」
か
ら
部
分
的
な
転
写
を
見
出
し
、「
二
十
四

孝
童
子
鑑
」
と
「
唐
土
廿
四
孝
」
が
十
九
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
た

『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
』
中
に
み
る
「
狼
狩
り
の
図
」、
ダ

ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
著
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』
に
典
拠
が
あ
る
こ
と
を
論
じ

た
。
後
者
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
も
の
の
、
各
国
で
翻
訳
さ
れ
た
版
種
の
多
様

さ
か
ら
原
図
の
特
定
ま
で
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
は
諸
版
を
検
討
し
、

一
八
三
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
「
ス
テ
ビ
ン
グ
本
」
に
拠
る
と
結
論
づ

け
た
。

以
上
は
洋
書
の
挿
図
が
日
本
絵
画
に
与
え
た
直
接
的
な
影
響
を
明
ら
か
に
す
る

重
要
な
仕
事
で
あ
り
、資
料
博
捜
の
熱
意
に
対
す
る
評
価
は
改
め
て
は
述
べ
な
い
。

今
後
は
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、「
形
式
論
」
に
止
ま
ら
な
い
「
様
式
論
」
の

確
立
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。「
地
面
や
壁
に
落
ち
る
影
は
全
く
表

現
さ
れ
な
い
、も
し
く
は
曖
昧
に
表
す
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、国
芳
自
身
は
「
光
」

と
「
影
」
に
対
す
る
物
理
的
な
理
解
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
と
み
え
る
。
目
新
し

さ
や
図
様
の
面
白
さ
の
み
を
追
究
し
て
い
た
な
ら
、
田
善
や
渡
辺
崋
山
と
は
作
画

意
識
を
大
き
く
異
に
し
た
こ
と
と
な
る
。
国
芳
の
教
養
と
関
心
の
矛
先
を
見
極
め

つ
つ
、
幕
末
浮
世
絵
の
歴
史
的
位
置
を
正
当
に
行
う
こ
と
が
次
な
る
課
題
で
あ
ろ

う
。

 （
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

准
教
授 

杉
本
欣
久
）




